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▎主体性を持って学び、自らの「問い」を発見・解決する４年間

情報コミュニケーション学部における教育と研究を支えるのは、「社会の現在（いま）

を捉える」、「多様で学域横断的なアプローチ」「創造と表現」という3つの大きな柱で

す。学際性と多様性を重視するのが本学部の特徴であり、学びの対象が複数の学問領域を

横断するため、学生一人ひとりの興味・関心に基づいた学びが可能であるところが魅力で

す。カリキュラムもこの3つの柱に従って展開されています。多様な最先端の研究を紹介

することから始まり、学びの基礎を固めつつ、段階的に学際的なアプローチの実践を可能

とするようにカリキュラムが設計されているのです。主体的に問いを発見し、一定の解決

を得るために履修科目をカスタマイズすることと、課題解決のために全学年に設置された

ゼミナール科目を有効に活用することで成り立つ、重層的な「学びの場」の提供が本学部

のカリキュラムの最大の特徴と言えるでしょう。

もっとも、学際性を目指すのは容易なことではありません。学際的に学ぶとは単に隣

接・類似しているように見える複数の科目を履修することではないのです。我々が講義・

ゼミナールで提供したあらゆる基礎論から、それぞれの学生が自らの問いのもと問題領域

を見出し、問題の解決を目指す知的な営み・実践こそが、情報コミュニケーション学部が

標榜する「学際性」なのです。皆さん自身の学びの深度に応じて、問題領域は狭いものに

とどまるかもしれませんし、無限に広がるかもしれません。だからこそ「学びにおける主

体性」を自覚していただきたいと強く念願しています。

皆さんの主体的な学びを支えるため、本学部ではアクティブ・ラーニング、アクティ

ブ・タームの実質化を推進しています。海外大学への留学プログラム及び「世界のキャン

パスから」を含めた海外研究者と連携した教育プログラムのさらなる充実や、ゼミナール

での研究成果を披露する「研究交流祭」等の学生交流プログラムの拡充を図り、より一層

学生の主体的な学びの機会を提供してまいります。

ぜひ情報コミュニケーション学部で多種多様な学びから、自らの「問い」を発見してく

ださい。問いの解決を目指して主体的に学ぶ4年間で得た糧は、きっと社会に出てから活

躍する素養を育むことに繋がるはずです。

情報コミュニケーション学部長 阿部力也
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▎情報コミュニケーション学部 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

目指すべき人物像
情報コミュニケーション学部では、変化の大きい現代社会を多角的に探求し、そのなかから自ら問題を発

見し、解決方法を探るプロセスを組み立てることができる人材の育成を目指しています。「情報コミュニ
ケーション」をキーワードに文系・理系の枠を越えた教育カリキュラムを展開し、人文科学・社会科学・自
然科学を包括する学際的な素養を身につけた、高度情報社会の水先案内人あるいはナビゲーターを育てるこ
とを目的としています。

そのための具体的到達目標
学修成果として、「学士（情報コミュニケーション学）」を授与される学生は、以下のような能力・知識

を有します。
各科目区分の履修を通じて身につけた能力
①（学際科目群）：教養としての知識を学び、多角的に物事を考える能力。
②（社会科学）：現代社会を理解する知識を学び、リーダーシップを発揮できる力。
③（人文科学）：異文化を理解する知識を学び、批判的に思考する能力。
④（自然科学）：論理的な思考方法を身につけ、データを重視する思考力。
⑤（社会システム）：現代社会を理解する、高度かつ専門的な知識を学び、国際的課題に取り組む能力。
⑥（文化と表象）：異文化理解のための専門的な知識を学び、高度なコミュニケーション能力を発揮する力。
⑦（人間と環境）：新しい物事に挑戦する意識を高め、専門分野に関し身に付けた高度な知識。
⑧（外国語科目）：外国語の運用能力を高め、高度なコミュニケーション能力を発揮する力。
⑨（研究方法・表現実践科目）：調査・実践をおこなうための能力を身につけ、プレゼンテーション能力を
発揮する力。
⑩（ゼミナール科目）：問題点を発見し、解決する能力を会得し、高いプレゼンテーション能力とともに、
リーダーシップを発揮できる力。
⑪その他（海外留学科目群、ウェルネス科目群、キャリアデザイン科目群、情報リテラシー科目群、総合講
座、国際教育プログラム科目）：調査・実践をおこなうための能力を身に付け、自主的に学び判断する能力。
上記科目群から所定の授業科目を履修のうえ、合計１２４単位以上を修得し、かつ本学学則に定める期間

に在学することにより、情報コミュニケーション学部が目指す高度な教養を身につけ、情報社会における問
題発見・解決の素養を涵養したと判断し、学士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

教育課程の理念
情報コミュニケーション学部は、学生が大学で学ぶ期間を「問題を発見し、解決する４年間」と位置づけ、

学生の主体性を最大限に尊重しています。そして、自らの意見を的確に表現し合意を形成できる能力の伸長
に向けた体系的カリキュラムを組んでいます。

教育課程の構成
情報コミュニケーション学部では、社会科学を軸とした学域横断的な教育を目指し、「学際科目群」「専

門科目群」「外国語科目群」「研究方法・表現実践科目群」といった〈科目プール〉を用意し、１年次から
段階を経て高度情報社会に対応できる柔軟で幅広い教養を修得することが可能となるカリキュラムを設置し
ています。
学域横断的専門教育を重視し、１・２年生、３・４年生ごとに３つのフレーム（伝統的学問体系を意識し

た１・２年次「社会科学」「人文科学」「自然科学」、より学域横断性を意識した３・４年次「社会システ
ム」「文化と表象」「人間と環境」）を設けています。
社会のグローバル化や多様化において必然的に求められる外国語の知識や技能の修得を目指す「外国語科

目群」を設け、「研究方法・表現実践科目群」には、情報コミュニケーション学を理解し、自ら発信するた
めに必要な能力を獲得するための諸科目を用意しました。
国際化を推進すべく、特に環太平洋地域の大学との交流を重視しています。これらを基本ポリシーに据え、

海外留学を積極的に支援するための「海外留学科目群」を設け、留学関係科目（語学・実習）などを設置し
ています。
学問・研究だけが大学生活ではありません、情報コミュニケーション学部では、大学生活を健康に過ごし、

また将来のキャリアアップに備えることを意識した科目も設置しています。

教育課程の特長
学部独自の必修科目として、「学際科目群」のうち、１・２年次に『情報コミュニケーション学入門』を

置き、本学部が目指す学域横断的な学びを段階的に履修できるようにしています。また、情報コミュニケー
ション学部は、ゼミナール教育を重視しています。１年次から４年次までのすべての学年にゼミナール科目
を配置し、問題の発見から解決までの過程を自ら主体的に学べるようにしています。
このように、情報コミュニケーション学部においては、社会で活躍するために必要とされる幅広い教養や

多様な技能を段階的に修得できるカリキュラムが編成されています。

▎情報コミュニケーション学部 教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

4



シラバスとは
シラバスとは、開講される科目の授業担当者・授業内容および履修に関する情報をまとめた冊
子です。
シラバスは「履修の手引き」と「授業概要」の２部構成となっており、本冊子（「履修の手引
き」）では科目毎の注意事項や履修登録の日程等を記載しています。
「授業概要」には、内容や授業予定、評価方法等を記載しています。「授業概要」は学部HPま
たはOh-o! Meijiシステムからご確認ください。

学年暦は大学HPに掲載されています。

https://www.meiji.ac.jp/koho/academic_calendar/index.html

大学HP

→メニュー

→教育/学部・大学院

→学年暦・シラバス・科目ナンバリング

▎シラバスの使い方

便覧との違い
便覧には、該当年度の入学者を対象に、入学から卒業までの取り決めを記載しています。便覧に
書かれている内容は、原則として入学から卒業まで、たとえ休学や原級をしても有効です。
一方で、シラバスの内容は、原則として当該年度に限り有効です。年度毎に発行されますので、
年度が変わった場合は、新しい年度のシラバスを参照してください。

▎２０２６年度学年暦
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▎学部役職

学部長 阿部 力也

学科長 島田 剛

教務主任

横田 貴之

山内 勇

坂本祐太

一般教育主任 清水晶紀

▎クラス主任

学年
組

１年 ２年 ３年 ４年

１組 小田光康 内藤まりこ 大黒岳彦 石川幹人

２組 日置貴之 宮本真也 鈴木健 山口生史

３組 山崎浩二 塚原康博 岩渕輝 ドウ，ティモシー

４組 熊田聖 山口生史 今村哲也 脇本竜太郎

５組 後藤晶 根橋玲子 田村理 清原聖子

６組 髙橋華生子 鈴木健人 高馬京子 和田悟

７組 波照間永子 堀口悦子 川島高峰 蛭川立

８組 関口裕昭 中里裕美 田中洋美 小田光康

９組 大黒岳彦 小林秀行 竹中克久 塚原康博

１０組 石川幹人 中川雄大 齋藤航 江下雅之
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《Oh-o! Meiji クラスウェブ》

クラス指定科目発表
４月６日（月）９：００

【対象科目】

情報コミュニケーション学入門A・B

English Skills AⅠ・AⅡ、BⅠ・BⅡ

選択必修外国語科目

【１年生】 履修登録の日程について

Ⅰ

登録期間（抽選Ⅰ）

４月３日（金）１０：００

～４月４日（土）１１：００

【抽選結果発表】
４月６日（月）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅱ）

４月７日（火）１０：００

～４月８日（水）１１：００

【抽選結果発表】
４月９日（木）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅲ）

４月１１日（土）１０：００

～４月１３日（月）１１：００

【抽選結果発表】
４月１４日（火）９：００※予定

【対象科目】

選択体育実技科目（学外集中授業）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目

情報関係科目

資格課程科目（抽選科目）

全学共通総合講座（抽選科目）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）

資格課程科目（抽選科目）

登録期間（本登録・抽選Ⅳ）

４月１６日（木）１０：００

～４月１７日（金）１３：００

【抽選結果発表・個人別時間割公開】

４月１８日（土）９：００※予定

履修修正期間

４月２１日（火）１０：００

～４月２３日（木）１３：００

【本登録対象科目】

講義科目（受講者制限科目以外）
他学部科目、学部間共通外国語、

資格課程科目（抽選科目以外）、

全学共通総合講座（抽選科目以外）、

グローバル人材育成プログラム

【抽選対象科目】
情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）、他学部科目

※一部科目の追加および取消が可能

※受講者制限科目は修正不可

となりますので

ご注意ください。

明治大学教務システム以外の方法で申込する科目について

科目名 申込方法 期間

国際交流
（タイ・イギリス・フランス）

Oh-o!Meiji
アンケート

【申込期間】
４月１日（水）9：00～ ４月10日（金） 11:00
【面接選考】※タイ・フランスのみ
タ イ：4月15日（水）・16日（木）
フランス：4月14日（火）・15日（水）
【結果発表】
イギリス：4月17日（金）、タイ・フランス：4月20日(月)
※詳細は募集要項を確認すること。

国際交流
（メディア）

-
詳細が決定次第、Oh-o！Meijiでお知らせ予定
（8月～9月予定）

※講義科目のOh-o!Meiji
仮参加登録は 4/3（金）
10:00以降に可能です。

抽選Ⅰで申込可能な科目は、
すべて配当年次が２年次～の
ため抽選申込はできません。

他学部履修科目、情報関係科目、
資格課程科目、全学共通総合講座、
学部間共通外国語、
グローバル人材育成プログラム
については、

主催学部・部局から周知される情報
を必ず確認の上、
履修登録を行ってください。
【関連リンク】
https://www.meiji.ac.jp/koho/e
du/mkmht0000028xiq7.html?
channel=main
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《Oh-o! Meiji クラスウェブ》

クラス指定科目発表
４月３日（金）１０：００

【対象科目】

Critical Reading / Critical Discussion

English Skills（再履修）

選択必修外国語（再履修）

情報コミュニケーション学入門A・B（再履修）

【２年生】 履修登録の日程について

Ⅰ

登録期間（抽選Ⅰ）

４月３日（金）１０：００

～４月４日（土）１１：００

【抽選結果発表】
４月６日（月）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅱ）

４月７日（火）１０：００

～４月８日（水）１１：００

【抽選結果発表】
４月９日（木）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅲ）

４月１１日（土）１０：００

～４月１３日（月）１１：００

【抽選結果発表】
４月１４日（火）９：００※予定

【対象科目】

選択体育実技科目（学外集中授業）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目、

先取り履修科目、情報関係科目、

資格課程科目（抽選科目）、

全学共通総合講座（抽選科目）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）

資格課程科目（抽選科目）

登録期間（本登録・抽選Ⅳ）

４月１６日（木）１０：００

～４月１７日（金）１３：００

【抽選結果発表・個人別時間割公開】
４月１８日（土）９：００※予定

履修修正期間

４月２１日（火）１０：００

～４月２３日（木）１３：００

【本登録対象科目】

講義科目(受講者制限科目以外の科目)
他学部科目、学部間共通外国語、

資格課程科目（抽選科目以外）、

全学共通総合講座（抽選科目以外）、

グローバル人材育成プログラム

【抽選対象科目】
情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）、他学部科目

※一部科目の追加および取消が可能

※受講者制限科目は修正不可

となりますので

ご注意ください。

※講義科目のOh-o!Meiji
仮参加登録は 4/3（金）
10:00以降に可能です。

明治大学教務システム以外の方法で申込する科目について

科目名 申込方法 期間

国際交流
（タイ・イギリス・フランス）

Oh-o!Meiji
アンケート

【申込期間】
４月１日（水）9：00～ ４月10日（金） 11:00
【面接選考】※タイ・フランスのみ
タ イ：4月15日（水）・16日（木）
フランス：4月14日（火）・15日（水）
【結果発表】
イギリス：4月17日（金）、タイ・フランス：4月20日(月)
※詳細は募集要項を確認すること。

国際交流
（メディア）

詳細が決定次第、Oh-o！Meijiでお知らせ予定（8月～9月予定）

【未修得者のみ】
必修科目

※情コミ学入門、外国語科目

対象学生に別途Oh-o!Meijiお知らせから案内しています。

他学部履修科目、情報関係科目、
資格課程科目、全学共通総合講座、
学部間共通外国語、
グローバル人材育成プログラム
については、

主催学部・部局から周知される情報
を必ず確認の上、
履修登録を行ってください。
【関連リンク】
https://www.meiji.ac.jp/koho/e
du/mkmht0000028xiq7.html?
channel=main
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登録期間（抽選Ⅰ）

４月３日（金）１０：００

～４月４日（土）１１：００

【抽選結果発表】
４月６日（月）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅱ）

４月７日（火）１０：００

～４月８日（水）１１：００

【抽選結果発表】
４月９日（木）９：００※予定

登録期間（抽選Ⅲ）

４月１１日（土）１０：００

～４月１３日（月）１１：００

【抽選結果発表】
４月１４日（火）９：００※予定

【対象科目】

選択体育実技科目（学外集中授業）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目

情報関係科目

資格課程科目（抽選科目）

全学共通総合講座（抽選科目）

【対象科目】

情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）

資格課程科目（抽選科目）

【３・４年生】 履修登録の日程について

登録期間（本登録・抽選Ⅳ）

４月１６日（木）１０：００

～４月１７日（金）１３：００

【抽選結果発表・個人別時間割公開】

４月１８日（土）９：００※予定

履修修正期間

４月２１日（火）１０：００

～４月２３日（木）１３：００

【本登録対象科目】

講義科目（受講者制限科目以外）
他学部科目、学部間共通外国語、

資格課程科目（抽選科目以外）、

全学共通総合講座（抽選科目以外）、

グローバル人材育成プログラム

【抽選対象科目】
情コミ受講者制限科目（残席分）

情報関係科目（残席分）、他学部科目

※一部科目の追加および取消が可能

※受講者制限科目は修正不可と

なりますので、ご注意ください。

明治大学教務システム以外の方法で申込する科目について

科目名 申込方法 期間

ウェルネススポーツＣ・Ｄ 初回授業に参加
春学期初回授業（4/10～16）に参加し、抽選。
※秋学期科目の履修を希望する場合も春学期の同一曜日時限の初回授業に参加すること

社会調査実習 初回授業に参加
春学期初回授業（4/10～16）に参加。定員超過時は関連科目ＧＰ順で履修者
決定。

映像表現論
（映像制作・
編集スキル）

Oh-o!Meijiアンケート
受付期間：４月１日（水）～ ４月7日（火）9:00
結果発表：４月９日（木）17:00（予定）

国際交流
（タイ・イギリス・フランス）

Oh-o!Meijiアンケート

【申込期間】４月１日（水）9：00～ ４月10日（金） 11:00
【面接選考】※タイ・フランスのみ
タ イ：4月15日（水）・16日（木）
フランス：4月14日（火）・15日（水）
【結果発表】※詳細は募集要項を確認すること。
イギリス：4月17日（金）、タイ・フランス：4月20日(月)

国際交流（メディア） 詳細が決定次第、Oh-o！Meijiでお知らせ予定（8月～9月予定）

【未修得者のみ】
必修科目

（情コミ学入門・外国語科目）

対象学生に別途Oh-o!Meijiお知らせから案内します

・他学部履修科目 ・情報関係科目 ・資格課程科目
・全学共通総合講座 ・学部間共通外国語 ・グローバル人材育成プログラム
については、

主催学部・部局から周知される情報を確認の上、
履修登録を行ってください。
https://www.meiji.ac.jp/koho/edu/mkmht0000028xiq7.html?channel=main

※講義科目のOh-o!Meiji
仮参加登録は 4/3〈金）
10:00以降に可能です。
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授業科目の履修にあたっては、本シラバス、履修ガイダンス資料及び「情報コミュニケーション学
部便覧」を確認の上、４年間の学部課程において、卒業に必要な授業科目と単位を計画的かつ余裕
をもって修得するとともに、充実した学習計画をたて自己の勉学目標を達成するよう努めること。

▎履修登録の日程等について

▎Oh-o! Meiji 
学部事務室からの連絡、休講・教室変更について送信します。頻繁に確認してください。
https://staff.oh-o.meiji.ac.jp/portal/home

▎問合せフォーム
https://www.meiji.ac.jp/koho/natural-disaster/form.html

事務室の場所 事務取扱時間（授業期間中）
※夏季・春季休業中及び入学試験期間等は別途案内予定

１・２年次
和泉キャンパス
第一校舎１階

平日 ９：００～１１：３０、１２：３０～１６：３０

土曜 ９：００～１２：００

３・４年次
駿河台キャンパス
リバティタワー５階

平日 ９：００～１１：３０、１２：３０～１６：３０

土曜 ９：００～１２：００

１．履修上の注意

（1）一度履修し、単位修得した科目は再び履修できない。

ただし、取扱いの異なる科目があるのでシラバス・履修の手引きを確認すること。

（2）同一科目が複数開講されていても履修できるのは原則１コマのみ。

（3）上級年次履修開始科目は履修できない。

（4）下級年次履修開始科目で、単位未修得の科目は履修することができる。

（5）同一曜日・時限の科目は、重複して履修することができない。

（6）Ⅰ・Ⅱの組み合わせになっている科目は段階履修とし、Ⅱの履修にはそれぞれのⅠを

履修中または修得済であることが必要である。ただし、英語科目および３・４年次ゼミ

ナール科目についてはこの限りではない。

（7）同一日に異なるキャンパスで開講の授業を履修する場合、キャンパス間の移動時間確保

のため、連続して履修することができない。ただし、２時限目と３時限目のみ連続して

履修することができる。

（8）入学年度によって、一部科目名称が異なっているので注意すること。☞P.21～22
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２．履修単位数

１年間の履修上限単位数等

春学期 秋学期

２４単位まで ２４単位まで

履修上限単位数に含む科目
履修上限単位数に含まない科目
※履修上限単位数を超えて履修可

自学部設置科目 ※「国際交流（留学を伴う
科目）」を除く）

再履修科目
他学部履修科目

国際交流（留学を伴う科目のみ）

卒業論文・卒業制作（2021年度以降入学者のみ履修可）

認定科目（プレカレッジプログラム※付属校生のみ）

全学共通総合講座
学部間共通外国語※夏期・春期集中講座を除く 学部間共通外国語※夏期・春期集中講座のみ

共通日本語科目 (留学生のみ) 資格課程設置科目

グローバル人材育成プログラム科目
※長期休業期間中の海外留学を伴う科目を除く

グローバル人材育成プログラム科目
※長期休業期間中の海外留学を伴う科目のみ

３．履修登録等について

（１）履修申請

主として「明治大学教務システム」より履修申請を受け付ける。

P.62の「明治大学教務システムについてのマニュアル」を参照し、

以下のことに注意のうえ履修申請をすること。

ア 科目により日程・申請方法が異なる（明治大学教務システム以外から申請する場合もあ

る）ので注意すること。

イ 「受講者制限科目（P.16～20参照）」は履修確定後の変更・削除を受け付けないため、

しっかりと履修計画を立てたうえで申請すること。

ウ 履修申請期間内に正しく申請されていない場合は、授業科目を受講・受験しても単位は

与えられないので、申請手続に不備のないよう注意すること。

エ 学部設置科目以外の履修申請方法は、該当科目のシラバスを参照すること。
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STEP

１

履修登録期間（抽選Ⅰ）

【対象科目】

・選択体育実技科目（学外集中授業のみ）※２年次以上が対象

（対象科目は選択体育実技シラバスを参照）

【申込期間】4月3日(金) 10:00 ～ 4月4日(土) 11：00

【結果発表】4月6日(月) 9:00（予定）

（２）履修日程

STEP

０

履修登録受付開始までに必要事項を確認

□ MeijiIDを確認のうえ、多要素認証設定（https://www.meiji.ac.jp/isc/id/）

□ シラバス・授業時間割表を確認し１年間（春学期・秋学期）の履修計画を立てる。

□ 履修登録の日程を確認する。（P.7～9参照）

STEP

２

履修登録期間（抽選Ⅱ）

【対象科目】

・情コミ受講者制限科目※対象科目はP. 16～20参照

・情報関係科目 ・資格課程科目（抽選科目）

【申込期間】4月7日(火) 10:00 ～ 4月8日(水) 11：00

【結果発表】4月9日(木) 9:00（予定）

STEP

4

WEB履修登録期間（本登録・抽選Ⅳ）

【本登録対象科目】

・講義科目（受講者制限科目以外）

・他学部科目 ・学部間共通外国語 ・資格課程科目（抽選科目以外）

・全学共通総合講座（抽選科目以外）・グローバル人材育成プログラム

□履修希望者が教室定員を超えた場合、登録期間終了後に抽選となる場合がある。

□他学部開講科目の履修可否・シラバス・時間割については別途案内する。

【抽選対象科目】

・情コミ受講者制限科目（残席分）・情報関係科目（残席分）

【申込期間】４月１６日(木) 10:00 ～ ４月１７日(金) 13:00

【結果発表】４月１８日(土) 9:00（予定）

STEP

5

履修修正期間

□科目の追加および削除が可能。ただし受講者制限制限科目は修正不可。

【履修修正期間】４月21日(火) 10:00 ～ ４月23日(木) 13:00

STEP

３

履修登録期間（抽選Ⅲ）

【対象科目】

・情コミ受講者制限科目（残席分）・情報関係科目（残席分）

・資格課程科目（抽選科目） ・全学共通総合講座（抽選科目）

【申込期間】4月11日(土) 10:00 ～ 4月13日(月) 11：00

【結果発表】4月14日(火) 9:00（予定）

□
希
望
者
が
履
修
定
員
を
超
え
た
場
合
は
自
動
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
の
み
履
修
登
録
さ
れ
る
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□
各
自

履
修
登
録
画
面
で
履
修
登
録
さ
れ
て
い
る
か
を
必
ず
確
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こ
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選
科
目
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抽
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抽
選
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春学期：追加・削除共に受付

期間 ４月21日(火) 10:00 ～ ４月23日(木) 13:00

追加不可の科目
・ゼミナール科目 ・受講者制限科目

・履修者が教室定員を超えている科目

・情報関係科目、資格課程科目は、科目によって取り扱いが異なる場
合がありますので、主催部局の情報を確認してください。

取消不可の科目

・クラス指定の科目 ・受講者制限科目（P.16～20参照）

・ゼミナール科目 ・先取り履修科目【２年生対象】

・グローバル人材育成プログラム科目

・全学共通総合講座および学部間共通外国語のうち、抽選で申し込んだ科目

・情報関係科目、資格課程科目は、科目によって取り扱いが異なる場合がありま
すので、主催部局の情報を確認してください。

秋学期：追加・削除共に受付

期間 ９月（詳細な日程は確定次第お知らせします）

追加不可の科目
・ゼミナール科目 ・卒業論文・卒業制作

・履修者が教室定員を超えている科目

・受講者制限科目（P.16～20参照）

・全学共通総合講座および学部間共通外国語の一部科目（抽選対象

科目等。詳細は各HP参照）

・情報関係科目、資格課程科目は、科目によって取り扱いが異なる場合
がありますので、主催部局の情報を確認してください。

取消不可の科目

・クラス指定の科目 ・受講者制限科目（P.16～20参照）

・ゼミナール科目 ・先取り履修科目【２年生対象】

・グローバル人材育成プログラム科目

・全学共通総合講座および学部間共通外国語のうち、抽選で申し込んだ科目

・情報関係科目、資格課程科目は、科目によって取り扱いが異なる場合
がありますので、主催部局の情報を確認してください。

４．履修修正について
※希望者のみ

止むを得ない事情で一度登録した科目を「削除」または「追加」する場合、
所定の手続期間にのみ履修内容の修正（履修修正）を認める。
履修修正で認められる内容および手続方法は、各学期によって異なる。
手続期間を過ぎての修正は一切認められないので注意すること。

☝履修修正期間後に、Oh-o!Meijiのポータルページで時間割に修正内容が
反映されていることを必ず確認すること。

履修予定の科目について、履修登録が完了していない場合も
初回授業から出席すること。
授業開始日 春学期 ４月１０日

秋学期 ９月２０日 13



▎マイカリキュラムの作成について（1・2年生向け）

１、２年生のみなさん、３年次以降の研究テーマはイメージできていますでしょ
うか。何をやりたいかわからないまま大学生活を過ごしてしまわないよう、３年次
からの研究の方向性、ゼミ選択を念頭に「マイカリキュラム」を作成しましょう。
将来の自分の姿を思い描くうえで、助けになってくれるはずです。なお、「マイカ
リキュラム」は１年次の秋学期、２年次の秋学期にそれぞれ作成・提出が必須とな
ります。

３年次からの専門科目は、１、２年次と比べて、より専門性と学際性が高くなっ
ていきます。これらの専門科目は「社会システム」「文化と表象」「人間と環境」
という３つのフレームから自由に履修することができます。自分の研究テーマを意
識し「マイカリキュラム」を完成させましょう。

もしマイカリキュラム作成に迷ったら、大学HPに掲載の履修モジュール（マイカリキュラム―カス
タマイズできるカリキュラム）を参考にしてみましょう。本シラバスp.25の［設置科目一覧表］で、
専門科目群を参照しながら、履修モジュールを具体例として考えてみるとよいでしょう。もちろん、
この履修モジュールは一例ですので、自由に研究テーマを設定して構いません。

「マイカリキュラム」作成事例
★研究テーマ 「ブランドの機能と意味を考える」

＜１・２年次＞
「哲学」「組織論」「情報社会と経済」「経営学」「社会学Ａ・Ｂ」

＜３・４年次＞
「広告論」「記号論」「組織と情報」「情報と経済行動」「消費行動の心理学」

★研究テーマ 「宗教から世界を読み解く」
＜１・２年次＞
「異文化理解」「宗教学」「地域文化論（基礎）」「政治学」「新興国事情」
「西洋史概論」「東洋史概論」

＜３・４年次＞
「現代政治学Ⅰ・Ⅱ」「地域文化論」「多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ」
「国際関係論Ⅰ・Ⅱ」「異文化間コミュニケーション」

『履修モジュール』の活用

＜１年次＞マイカリキュラム作成スケジュール
４月：カリキュラムガイダンス

情報コミュニケーション学入門（初回）
12月：第１回マイカリキュラム提出（Oh-o! Meiji アンケート）

・関心のあるテーマ
・その概要
・·履修予定の科目 etc.

１月：情報コミュニケーション学入門（最終回）
（全体講評、２年次のマイカリキュラム提出について）

＜２年次＞マイカリキュラム提出スケジュール
４月：マイカリキュラムガイダンス
11月：第２回マイカリキュラム提出（Oh-o! Meiji アンケート）

・研究テーマ
・研究概要
・履修予定の科目 etc.

※２年次に提出するマイカリキュラムは、問題分析ゼミナール入室試験の際担当教員が確認します。

マイカリキュラム提出日程等について
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▎１年次履修計画（時間割作成）について（参考）

登録単位数年間 48 単位 / 春学期 24 単位・秋学期 24 単位

STEP

１

必修科目

① クラス指定科目の確認

【Oh-o!Meiji クラスウェブ】

・情報コミュニケーション学入門

・English Skills

・選択必修外国語

STEP

2

ゼミ科目の履修

② 基礎ゼミナール【履修推奨】

・通年科目４単位：

登録単位数は春学期・秋学期各２単位で計算。

・必修科目ではないが、自ら課題を見つけ、

解決していく上で必要な思考力を養うための

基礎となる科目。

※例年約８割以上の学生が履修しています。

P.27  卒業に必要な単位数（卒業要件）を確認すること

→卒業までに必要な単位数を４年間で満たすよう想定し、

今年度の履修計画を立てる。

STEP

３

残りの科目の履修

③ 専門科目群

・卒業要件の社会科学４単位、人文科学４単位、

自然科学２単位は、１・２年次に修得する

ことが望ましい。

④ 研究方法・表現実践科目群

・卒業要件の10 単位は１・２年次に修得する

ことが望ましい。

⑤その他、情コミ学部で設置している科目

ア）ウェルネス科目群

イ）キャリアデザイン科目群

ウ）総合講座（全学共通総合講座） など

⑥他学部で設置している科目

⑦学部設置外の科目

・学部間共通外国語（夏/春期集中講座を除く）

・資格課程科目

・グローバル人材育成プログラム科目（長期休

業期間中の海外留学を伴う科目を除く）

48単位（半期24単位）

１年間の時間割完成

（更に興味があれば）

⑧ 履修上限単位数に含まれない科目（p11参照）

• 国際交流（短期留学を含む科目）

• 学部間共通外国語科目（夏/春期集中講座）

など
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春 秋

1 基礎ゼミナール

1 メディア・リテラシー 担当者：山口達男 春 0 1 240

1 メディア批評 春 1 0 100

1 小集団コミュニケーション 担当者：鈴木有香 春／秋 1 1 30

1 小集団コミュニケーション 担当者：叶　尤奇 秋 0 1 80 Oh-o!Meijiお知らせ参照のこと

1 新興国事情 春／秋 1 1 48

1
Speech & Debate Ａ・Ｂ
（Speech & DebateⅠ・Ⅱ）

Ａ　春
Ｂ　秋

6 6 20 １年生優先

1 ネットワーク技術Ⅰ 春／秋 2 1 48

1 ネットワーク技術Ⅱ・Ⅲ （Ⅱ・Ⅲセット）
Ⅱ　春
Ⅲ　秋

1 1 48 ２年生以上履修可

1 プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ （Ⅰ・Ⅱセット）担当者：山崎浩二
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 40

1 プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ （Ⅰ・Ⅱセット）担当者：野口喜洋
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

2 2 46

社会統計[Ｍ] 春／秋 1 1 400 メディア授業

心理統計 春／秋 1 1 48

法情報 春／秋 1 1 48

実験人間学 春／秋 2 2 24

インタラクティブCG 春／秋 1 1 40

1 日本語表現Ⅰ・Ⅱ （Ⅰ・Ⅱセット）
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

12 12 20

1 演劇学 春／秋 2 2 44

認知心理学 春／秋 1 1 55

ジャーナリズム 春／秋 1 1 36

パフォーミング・アーツ 秋 0 1 50

社会学 春／秋 2 2 40

行動経済学 春／秋 1 1 40

マーケティング戦略 春／秋 1 1 60

フランスと音楽 春 1 0 40

ドイツの映画と音楽 秋 0 1 36

スペインとスペイン語圏、日本 春 1 0 36

中国と漢字 秋 0 1 36

韓国とＫカルチャー 秋 0 1 48

タイと歴史 秋 0 1 36

1 ウェルネスＡ 春／秋 1 1 30

1 ICT科目 ＷＥＢ履修登録
受付日程詳細は情報関係科目シラバ
スを参照

和泉キャンパス開講　受講者制限科目一覧

★受講者制限科目とは
　グループワーク等のアクティブラーニングを重視するために、受講人数を制限し比較的少人数で開講する科目を指
します。
　このため、定員を超える受講希望者がいた場合には、抽選により受講者を決定します。申込受付方法は一覧表の下
部に記載していますのでご確認ください。

履修
開始
年次

科目名
開講
学期

クラス数 クラス
定員

申込方法 備考

P.22を参照　

ＷＥＢ履修登録期間
（抽選Ⅱ）

1 専門情報リテラシー

1
クリエイティブ・コミュニ
ケーション

【注意事項】

・WEB履修登録（抽選Ⅱ）の期間に
申込できるのは、通年で１コマの
み。多く申し込んだ場合、クリエイ
ティブ・コミュニケーションの申込
が全て削除されるため注意するこ
と。

・抽選Ⅱの登録で定員に満たなかっ
たクラスについては、WEB履修登録
（抽選Ⅲ）以降の期間に追加登録を
受け付ける。（　）内のテーマが異
なる科目であれば複数履修可能。

情報関係科目シラバス参照
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春 秋

履修
開始
年次

科目名
開講
学期

クラス数 クラス
定員

申込方法 備考

2 問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ
Ａ　春
Ｂ　秋

【注意事項】

・WEB履修登録（抽選Ⅱ）の期間に
申込できるのは、Ａ・Ｂ各１コマの
み。多く申し込んだ場合、問題発見
テーマ演習Ａ・Ｂの申込が全て削除
されるため注意すること。

・抽選Ⅱの登録で定員に満たなかっ
たクラスについては、WEB履修登録
（抽選Ⅲ）以降の期間に追加登録を
受け付ける。Ａ・Ｂとも各２コマま
で履修可能。

2
Critical Writing Ａ・Ｂ
（Critical WritingⅠ・Ⅱ）

Ａ　春
Ｂ　秋

2 2 20

2 ドイツ語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 フランス語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 スペイン語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 中国語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 韓国語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 タイ語演習Ⅰ・Ⅱ
Ⅰ　春
Ⅱ　秋

1 1 30

2 身体コミュニケーションＡ 春 1 0 30

2 身体コミュニケーションＢ 春／秋 1 1 30

ニュースポーツ
担当者：竹﨑一真

0 1 20

ニュースポーツ
担当者：髙梨美奈

0 1 20

クライミング
担当者：髙梨美奈

1 1 20

ヨガ・護身術
担当者：ソリドーワル・マーヤ

1 0 25

日本舞踊
担当者：森田ゆい

0 1 25

スノーボード
担当者：竹﨑一真

秋集中 0 1 30

他学部設置科目

【申込受付方法】

　　　受講者制限科目は、ＷＥＢ登録により抽選Ⅱ（または抽選Ⅲ・抽選Ⅳ）で履修登録する。

　　　抽選は履修定員を超えた場合に行い、定員内であれば自動的に登録される。

選択体育実技パンフレット
参照

　　　これらの科目は、履修確定後は削除できないため、慎重に登録すること。

P.23を参照

ＷＥＢ履修登録期間
（抽選Ⅱ）

（Ⅰ・Ⅱセット）

・和泉開講科目は、同一年度ではＡ・
Ｂのどちらか一方しか履修できない。
Ａ・Ｂ両方申込んだ場合、両方削除さ
れるので注意すること。

2 ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ

Ａ　春
Ｂ　秋 詳細は以下を参照

・2021年度以降
入学者：P.36
・2017～2020年度
入学者：P.56
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募
集
定
員

文
章
読
解

文
章
表
現

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

論
理
的
思
考

文
献
資
料
収
集

基
礎
的
社
会
調
査

外
国
語

情
報
機
器
の
活
用

課
外
活
動

（

ゼ
ミ
合
宿
な
ど
）

1 今村　哲也 20 ○ ○

2 岩渕　輝 20 ○ ○ ○ ○

3 大久保　美花 20 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 小田　光康 20 ○ ○ ○ ○ ○

5 上西　智子 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 川島　高峰 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 熊田　　聖 20 ○ ○ ○ ○

8 後藤　　晶 20 ○ ○ ○ ○

9 齋藤　航 20 ○ ○ ○ ○ ○

10 鈴木　雅博 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 大黒　岳彦 20 ○ ○ ○ ○

12 髙橋　華生子 20 ○ ○ ○ ○ ○

13 竹中　克久 20 ○ ○ ○ ○ ○

14 田村　理 20 ○ ○ ○ ○

15 塚原　康博 20 ○ ○ ○ ○ ○

16 内藤　まりこ 20 ○ ○ ○ ○ ○

17 中川　雄大 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 中里　裕美 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 日置　貴之 20 ○ ○ ○ ○

20 堀口　悦子 20 ○ ○ ○ ○

21 宮本　真也 20 ○ ○ ○ ○

22 山口　生史 20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 横田　貴之 20 ○ ○ ○ ○

24 脇本　竜太郎 20 ○ ○ ○ ○

25 和田　　悟 20 ○ ○ ○ ○ ○

基礎ゼミナール　定員・重視項目一覧 （１年生向け）

担当者名
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授業形式
問題発見Ａ

定員
問題発見Ｂ

定員

1 岩渕　輝 演習 20 20

2 大久保　美花 演習／ゼミ 20 20

3 小田　光康 ゼミ 20 20

4 上西　智子 ゼミ ― 20

5 川島　高峰 演習／ゼミ 20 20

6 清原　聖子 演習／ゼミ 20 20

7 熊田　　聖 ゼミ 20 20

8 後藤　　晶 演習 20 20

9 小林　秀行 演習／ゼミ 20 20

10 坂本　祐太 演習／ゼミ ― 20

11 島田　　剛 演習／ゼミ 20 20

12 清水　晶紀 ゼミ 20 ―

13 鈴木　健 演習 20 ―

14 鈴木　健人 演習 20 20

15 鈴木　雅博 演習 20 20

16 関口　裕昭 演習／ゼミ 20 20

17 髙橋　華生子 演習／ゼミ 20 20

18 竹﨑　一真 演習／ゼミ ― 20

19 竹中　克久 ゼミ 20 20

20 田村　理 ゼミ／演習 20 20

21 内藤　まりこ 演習 20 ―

22 中川　雄大 演習／ゼミ 20 20

23 中里　裕美 ゼミ 20 20

24 波照間　永子 ゼミ／演習 ― 20

25 日置　貴之 演習 20 20

26 蛭川　立 演習 20 20

27 堀口　悦子 演習／ゼミ 20 20

28 増野　亜子 演習／ゼミ 20 20

29 山内　勇 演習／ゼミ 20 ―

30 山口　生史 演習 20 20

31 和田　　悟 演習 20 20

問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ　定員・募集パターン一覧（２年生向け）

担当者名 備考

合宿形式の週末の集中講義です

3・4年ゼミの新潟県地方創成PG（南魚
沼/津南/佐渡）を紹介、志望者は参加

可能。

※授業形式は「演習」もしくは「ゼミ（ゼミナール）」形式に大別されます。両方記載されている授業については
両方の形式で行われます。
　【演習】講読や問題演習などの個人的取組が中心になるもの
　【ゼミ】グループワークが中心になるもの
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履修
開始
年次

担当者名
開講
学期

クラス数 定員 申込方法

1 アイルランド　ガリー 春学期 1
合計
36

2 アイルランド　ガリー 秋学期 1
合計
36

3 ドウ、　ティモシー　J. 春学期 1 36

3 アイルランド　ガリー
Ⅰ（春学期）
Ⅱ（秋学期）

各1 各36

3 山崎　浩二
Ⅰ（春学期）
Ⅱ（秋学期） 各1 各30

宮川　渉
Ａ（春学期）
Ｂ（秋学期）

各1 各30

佐野　典秀
Ａ（春学期）
Ｂ（秋学期）

各1 各50

3 久保田　達之助
春学期
秋学期 各1 各60

3 小山　慎治 春学期 1 50

小田　光康 春学期 1 40

李　知映 春学期 1 40

3 後藤　晶
Ⅰ（春前期）
Ⅱ（春後期） 各1 各72

3 波照間　永子 秋学期 1 30

3 栗山　健 春学期 1 36

3 野口　喜洋 春学期 1 36

3 伊藤　豊 春学期 1 30

3 木村　博之 秋学期 1 40

3 坂本　祐太
（コーディネーター）

秋前期 1 70

大島　岳 1

小山　慎治 1

3 奈良岡　佑南
Ｃ（春学期）
Ｄ（秋学期） 各1 各20 春学期第１回授業出席

（映像制作） 春学期 1 30

（編集スキル） 秋学期 1 40

20

事前申込
※申込方法は別途

Oh-o!Meijiにて案内

ＷＥＢ履修登録期間
（抽選Ⅱ）

※残席があれば抽選Ⅲ・Ⅳ
でも申込可

実践キャリア支援講座

映像表現論

身体表現論

春学期第１回目授業出席
※定員超過の場合は
関連科目ＧＰ順

メディア教育論
※内藤まりこ先生の「メディア教育論」は

受講者制限科目ではありません。

言語表現論

情報デザイン論

英語音声学

【申込受付方法】
　受講者制限科目は、ＷＥＢ履修登録またはOh-o!Meijiにより抽選Ⅰ（または抽選Ⅱ）で履修登録してください。
　抽選は履修定員を超えた場合に行い、定員内であれば自動的に登録されます。
　これらの科目は、履修確定後は削除できないため、慎重に登録してください。

アルゴリズム実習Ⅰ・Ⅱ

科目名

　※対象者に
　　Oh-o!Meijiにて案
内

3

データ解析論Ⅰ・Ⅱ

情報システム論

非言語コミュニケーション

デジタルプレゼンテーション

3

デジタルアートＡ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ）

山内　勇
（コーディネーター）

社会調査実習 12

ウェルネス・スポーツＣ・Ｄ

造形表現論

※「デジタルアートＡ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ）」について、2020年度以前入学者は、同一教員の授業を履修すること。

デジタルアートＡ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ）【M】

【受講者制限科目とは】
　グループワーク等のアクティブラーニングを重視するために、受講人数を制限して少人数で開講する科目。
　このため、定員を超える受講希望者がいた場合には、抽選で受講者を決定します。

駿河台キャンパス開講　受講者制限科目一覧

3

3

通年

英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
（金曜４限開講）

English Skills AⅠ・Ⅱ
English Skills BⅠ・Ⅱ

Critical Reading
Critical Discussion



科目名 履修開始年次 科目名 履修開始年次

英語文学Ａ 1

英語文学Ｂ 1

科目名 履修開始年次 科目名 履修開始年次 科目名 履修開始年次

（選択必修外国語名）Ⅲ（会話） 2

（選択必修外国語名）Ⅳ（会話） 2

（選択必修外国語名）Ⅲ（講読） 2

（選択必修外国語名）Ⅳ（講読） 2

（選択必修外国語名）演習Ⅰ・Ⅱ 2

Speech & Debate Ａ・Ｂ 1 Speech & DebateⅠ・Ⅱ 1

Critical Writing Ａ・Ｂ 2 Critical Writing Ⅰ・Ⅱ 2

憲法A 1 憲法 1

日本史概論 1 日本史概論Ａ 1

歴史学 1 日本史概論Ｂ 1

現代行政と法Ａ・Ｂ 3 行政法と行政過程Ⅰ・Ⅱ 3

現代アメリカ政治論 3 政策過程論 3

個人と国家 3 人権と憲法Ⅰ 3

ジェンダーと法Ａ・Ｂ 3 ジェンダーと法Ⅰ・Ⅱ 3

情報政策論Ａ・Ｂ 3 情報政策論Ⅰ・Ⅱ 3

人権と政策 3 人権政策 3

知的財産法Ａ・Ｂ 3 知的財産法Ⅰ・Ⅱ 3

犯罪社会学 3 少年犯罪と法 3

ファイナンス論Ａ・Ｂ 3 金融システム論Ⅰ・Ⅱ 3

意思決定論Ａ・Ｂ 3 意思決定論Ⅰ・Ⅱ 3

地域文化論（フランス） 3 地域文化論Ａ（フランス） 3

地域文化論（ドイツ） 3 地域文化論Ａ（ドイツ） 3

地域文化論（中国） 3 地域文化論Ｃ（中国） 3

地域文化論（朝鮮） 3 地域文化論Ｃ（朝鮮） 3

地域文化論（スペイン） 3 地域文化論Ｄ（スペイン） 3

地域文化論（イスラーム） 3 地域文化論Ｄ（イスラーム） 3

家族社会学 3 家族社会学Ⅰ 3

自然言語の生成モデル 3 談話コミュニケーションⅠ 3

言語使用とディスコース 3 談話コミュニケーションⅡ 3

デジタルアートＡ・Ｂ 3 デジタルアートⅠ・Ⅱ 3

国際開発論 3 国際開発協力論 3 国際協調論 3

国際経済論Ａ・Ｂ 3 国際経済論Ⅰ・Ⅱ 3 経済発展論Ⅰ・Ⅱ 3

社会文化史 3 社会文化史Ａ 3 社会文化史Ⅰ 3

クリエイティブ・コミュニケーション 1 コミュニケーション基礎 1

ジェンダーと社会Ⅰ 3 ジェンダー文化史 3

ジェンダーと社会Ⅱ 3 国際社会とジェンダー 3

社会心理学Ａ・Ｂ 1 社会心理学Ⅰ・Ⅱ 1

情報コミュニケーション学入門Ａ 1 情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 1

情報コミュニケーション学入門Ｂ 1 情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 1

情報社会論Ａ・Ｂ 3 情報社会論Ⅰ・Ⅱ 3

新興国事情 1 専門情報リテラシー（新興国事情） 1

地球環境科学 1 環境科学 1

多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 3 多文化と相互理解Ａ・Ｂ 3

2017年度から2020年度入学者カリキュラムと同じ

2020年度以前入学者も卒業要件の「自由に選択できる科目」として履修可能。
外国語科目群の単位としてはカウントされないので注意すること。

2017年度から2020年度入学者カリキュラムと同じ

カリキュラム別の科目読み替え表

入学した年度によって一部科目名称、もしくは、履修開始年次が異なっている。
時間割やシラバス、お知らせを見る際は、下記の一覧表を参考にすること。

2019年度以降入学者カリキュラム 2018年度以前入学者カリキュラム

2018年度以前入学者も「英米文学」と
して、いずれか一方の科目についての

み履修可能。
1

2021年度以降入学者カリキュラム 2017年度から2020年度入学者カリキュラム 2013年度から2016年度入学者カリキュラム

学部事務室で指定された科目を履修登録すること。
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科目名 履修開始年次 科目名 履修開始年次 科目名 履修開始年次

日本語表現Ⅰ 1 日本語表現Ａ（作文） 1

日本語表現Ⅱ 1 日本語表現Ｂ（文章理解） 1

パーソナリティ心理学 3 環境心理学 3

メディア教育論 3 メディア言語論 3

異文化理解 1 異文化理解・適応 1

消費行動の心理学 3 情報行動の心理学 3

情報法Ａ 3 情報法 3

人口論 3 人口学Ⅰ 3

生命論Ａ・Ｂ 1 生命論Ⅰ・Ⅱ 1

西洋史概論 1 西洋史 1

東洋史概論 1 東洋史 1

認知科学Ⅰ 3 認知科学 3

認知科学Ⅱ 3

情報法Ｂ 3

言語態研究 3

言語表現論 3

スポーツ・ジャーナリズム論 3

イノベーションの経済学 3 法と社会科学Ⅰ 3

憲法Ｂ 1

家族社会学概論 1

地域文化論（基礎） 1

超域文化論 3

先取り履修科目（３・４年次配当科目）Ａ・Ｂ 2

卒業論文・卒業制作 4

科目名　【科目区分】 履修開始年次 科目名　【科目区分】 履修開始年次

経済思想史　【社会システム】 3 経済思想史【文化と表象】 3 ※科目区分の変更

異文化コミュニケーション史【文化と表象】 3 異文化コミュニケーション史【人文科学】 1 ※科目区分、履修開始年次の変更

2017年度から2020年度入学者カリキュラムと同じ

2020年度以前入学者は履修不可。

2021年度以降入学者カリキュラム 2017年度から2020年度入学者カリキュラム
備考

2016年度以前入学者も卒業要件の「自由に選択で
きる科目」として履修可能。

コースなどの特定の科目群の単位としてはカウン
トされないので注意すること。

2020年度以前入学者も卒業要件の「自由に選択できる科目」として履修可能。
専門科目群などの特定の科目群の単位としてはカウントされないので注意すること。

2021年度以降入学者カリキュラム 2017年度から2020年度入学者カリキュラム 2013年度から2016年度入学者カリキュラム
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履修
年次

科目名 ３・４年次配当科目名 申込方法

イノベーションの経済学

現代アメリカ政治論〔Ｍ〕

現代行政と法Ａ

現代行政と法Ｂ

国際開発論

ジェンダーと法Ａ

ジェンダーと法Ｂ

人権と政策

知的財産法Ａ〔Ｍ〕

知的財産法Ｂ〔Ｍ〕

犯罪社会学

メディア論

音楽表現論

記号論

言語態研究

スポーツ・ジャーナリズム論

超域文化論

日本文化論Ａ

日本文化論Ｂ

意思決定論Ａ

意思決定論Ｂ

家族社会学

自然言語の生成モデル

言語使用とディスコース

消費行動の心理学

身体と意識

組織コミュニケーションＡ

組織コミュニケーションＢ

不思議現象の心理学

リスク社会論

【注意事項】

　(1)今年度の開講科目は駿河台キャンパスの時間割表で確認すること。

　(1)通年で２科目まで履修可能。ルールどおり、２科目までの申込であれば、自動的に登録される。

　　 履修確定後は削除できないため、慎重に登録すること。

　　 なお、３科目以上申し込んだ場合、全ての科目が削除されるので、注意すること。

　(2)先取り履修科目を履修登録すると、その前後の和泉開講科目は登録できない。（２・３時限の連続は可）

　　 地区間エラーが発生するため注意すること。

　(3)修得した科目名は、「先取り履修科目（３・４年次配当科目）」となり、成績証明書にもそのように

　　 表記される。成績証明書に本来の科目名の記載を希望する場合は、２年次に先取り履修せず、

　　 必ず３・４年次に履修すること。

　(4)修得した単位数は、専門科目群の各科目区分に算入される。

先取り履修科目（３・４年次配当科目）一覧

先取り履修科目
（３・４年次配当科目）

2

履修登録期間
（抽選Ⅱのみ）

＜対象：２０２１年度以降入学の２年生＞
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Ⅰ 2021年度以降入学者カリキュラム

・設置科目一覧表

・卒業・進級・卒業見込に必要な単位

・科目別注意事項

・カリキュラムマップ
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 2025年度以降入学者　設置科目一覧表

-

家族社会学概論 環境と社会 経営学 憲法Ａ・Ｂ

コミュニティ論 ジェンダー論 市民社会と法Ⅰ・Ⅱ 社会学Ａ・Ｂ

社会心理学Ａ・Ｂ 情報社会と経済 情報倫理 政治学

組織論 犯罪と法Ⅰ・Ⅱ 法学 マクロ経済学

ミクロ経済学 メディア・リテラシー

異文化理解 英語文学Ａ・Ｂ 外国文学 言語学

宗教学 小集団コミュニケーション 新興国事情 心理学Ａ・Ｂ

生命論Ａ・Ｂ 西洋史概論 地域文化論（基礎） 地誌学

地理学 哲学 東洋史概論 日本史概論

日本文学 パブリック・スピーキング 比較文化（基礎）Ａ・Ｂ メディア批評

歴史学

科学技術史 環境生物学 情報科学 情報検索論

人類学Ａ・Ｂ 地球環境科学 脳科学

イノベーションの経済学 NPO論 家族と法Ⅰ・Ⅱ 経済思想史 現代アメリカ政治論 現代行政と法Ａ・Ｂ

現代型犯罪と刑法Ⅰ・Ⅱ 現代政治学Ⅰ・Ⅱ 公共政策Ａ・Ｂ コーポレート・ガバナンスⅠ・Ⅱ 国際開発論 国際関係論Ⅰ・Ⅱ

国際経済論Ａ・Ｂ 個人と国家 財産と法Ⅰ・Ⅱ ジェンダーと法Ａ・Ｂ ジェンダー・マネジメントⅠ・Ⅱ 社会思想史

社会福祉学Ａ・Ｂ 情報産業論 情報システム論 情報社会論Ａ・Ｂ 情報政策論Ａ・Ｂ 情報法Ａ・Ｂ

人権と政策 政治とメディア ソーシャルビジネス論 組織と情報 知的財産法Ａ・Ｂ 犯罪社会学

ビジネスと法Ａ・Ｂ ファイナンス論Ａ・Ｂ 紛争解決システム論Ⅰ・Ⅱ マスコミュニケーション論Ａ・Ｂ メディアの歴史 メディア論

アート・マネジメント 異文化コミュニケーション史 英語の文化と歴史 映像表現論 音楽表現論 記号論

近・現代史Ⅰ・Ⅱ 言語態研究 言語表現論 広告論 ジェンダーと社会Ⅰ・Ⅱ ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ

社会文化史 情報社会と教育Ａ・Ｂ 情報社会と芸術 情報社会と出版 情報デザイン論 情報文化論

スポーツ・ジャーナリズム論 造形表現論 多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 地域文化論（英語圏）Ａ・Ｂ 地域文化論（ドイツ） 地域文化論（フランス）

地域文化論（スペイン） 地域文化論（中国） 地域文化論（朝鮮） 地域文化論（イスラーム） 超域文化論 日本文化論Ａ・Ｂ

比較文学・比較文化ＡⅠ・ＡⅡ 比較文学・比較文化BⅠ・ＢⅡ ユニバーサルデザイン 倫理学

意思決定論Ａ・Ｂ 異文化間コミュニケーション 科学技術と人間 家族社会学 環境政策Ⅰ・Ⅱ 言語使用とディスコース

コミュニケーション思想史 自然言語の生成モデル 自然地理学 消費行動の心理学 情報社会と安全Ａ・Ｂ 情報と経済行動

情報と職業 人口論 身体と意識 身体表現論 人文地理学 生命思想史Ⅰ・Ⅱ

組織コミュニケーションＡ・Ｂ 都市情報論 人間性心理学 認知科学Ⅰ・Ⅱ ネットワーク社会論 パーソナリティ心理学

不確実性下の人間行動 不思議現象の心理学 法コミュニケーション リスク社会論

Critical Reading Critical Discussion

Critical Writing Ａ・Ｂ

ドイツ語AⅠ・Ⅱ ドイツ語BⅠ・Ⅱ

フランス語AⅠ・Ⅱ フランス語BⅠ・Ⅱ

スペイン語AⅠ・Ⅱ スペイン語BⅠ・Ⅱ

中国語AⅠ・Ⅱ 中国語BⅠ・Ⅱ

韓国語AⅠ・Ⅱ 韓国語BⅠ・Ⅱ

タイ語AⅠ・Ⅱ タイ語BⅠ・Ⅱ

日本語AⅠ・Ⅱ 日本語BⅠ・Ⅱ 日本語ＡⅢ・Ⅳ 日本語BⅢ・Ⅳ

（情報リテラシー科目）

ICTプログラミング入門・応用 ICTeラーニングデザイン入門・応用 ICTプレゼンテーション ICTデータベース入門・応用

ICT統計解析入門・応用 ICT画像編集入門・応用 ICT動画編集入門・応用 ICT音楽編集入門・応用

ICTWebページ作成 ネットワーク技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ 専門情報リテラシー

（日本語表現科目）

日本語表現Ⅰ・Ⅱ

（クリエイション科目）

演劇学 音楽論 身体コミュニケーションＡ・Ｂ メディア・アート デジタルアートＡ・Ｂ デジタルプレゼンテーション 非言語コミュニケーション

クリエイティブ・コミュニケーション 美学・芸術学 メディア教育論

（リサーチリテラシー科目）

科学リテラシー 数理リテラシー 社会調査実習 質的調査分析法 データ解析論Ⅰ・Ⅱ

統計学Ａ・Ｂ 論理リテラシー

-

ウェルネス科目群 -

キャリアデザイン科目群 -

情報リテラシー科目群 -

総合講座 -

124 ※ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語・タイ語の中から１か国語（ただし，外国人留学生については日本語）を選択

１年次 ２年次 ３年次 ４年次各分野最低
必要単位 科目名 科目名 科目名 科目名

総合講座Ａ～Ｄ

総単位

海外留学科目群 国際交流　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ｂ

そ
の
他

ウェルネスＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツC・Ｄ

キャリアデザイン インターンシップ入門 実践キャリア支援講座

ICTベーシック

研究方法・表現実践科目群 10

アルゴリズム実習Ⅰ・Ⅱ

ネットワーク技術Ⅳ

社会調査法Ａ・Ｂ

フランス語演習Ⅰ・Ⅱ

スペイン語演習Ⅰ・Ⅱ

中国語演習Ⅰ・Ⅱ

English Seminar Ⅰ・Ⅱ

English Skills BⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級） 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

Speech & Debate Ａ・Ｂ 英語音声学

先取り履修科目（３・４年次配当科目）
文化と表象

人間と環境

外国語科目群

6

English Skills AⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級）

韓国語演習Ⅰ・Ⅱ

タイ語演習Ⅰ・Ⅱ

専
門
科
目
群

社会科学

社会科学から
4単位

人文科学から
4単位

自然科学から
2単位

これらを含め
専門科目から

64単位

人文科学

自然科学

社会システム

4※

ドイツ語演習Ⅰ・Ⅱ

ゼミナール科目群 基礎ゼミナール 問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ 問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ

学際科目群
入門

４単位
情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ 情報コミュニケーション学

問題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ　　　卒業論文・卒業制作
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 2021年度以降入学者　設置科目一覧表

-

家族社会学概論 環境と社会 経営学 憲法Ａ・Ｂ

コミュニティ論 ジェンダー論 市民社会と法Ⅰ・Ⅱ 社会学Ａ・Ｂ

社会心理学Ａ・Ｂ 情報社会と経済 情報倫理 政治学

組織論 犯罪と法Ⅰ・Ⅱ 法学 マクロ経済学

ミクロ経済学 メディア・リテラシー

異文化理解 英語文学Ａ・Ｂ 外国文学 言語学

宗教学 小集団コミュニケーション 新興国事情 心理学Ａ・Ｂ

生命論Ａ・Ｂ 西洋史概論 地域文化論（基礎） 地誌学

地理学 哲学 東洋史概論 日本史概論

日本文学 パブリック・スピーキング 比較文化（基礎）Ａ・Ｂ メディア批評

歴史学

科学技術史 環境生物学 情報科学 情報検索論

人類学Ａ・Ｂ 地球環境科学 脳科学

イノベーションの経済学 NPO論 家族と法Ⅰ・Ⅱ 経済思想史 現代アメリカ政治論 現代行政と法Ａ・Ｂ

現代型犯罪と刑法Ⅰ・Ⅱ 現代政治学Ⅰ・Ⅱ 公共政策Ａ・Ｂ コーポレート・ガバナンスⅠ・Ⅱ 国際開発論 国際関係論Ⅰ・Ⅱ

国際経済論Ａ・Ｂ 個人と国家 財産と法Ⅰ・Ⅱ ジェンダーと法Ａ・Ｂ ジェンダー・マネジメントⅠ・Ⅱ 社会思想史

社会福祉学Ａ・Ｂ 情報産業論 情報システム論 情報社会論Ａ・Ｂ 情報政策論Ａ・Ｂ 情報法Ａ・Ｂ

人権と政策 政治とメディア ソーシャルビジネス論 組織と情報 知的財産法Ａ・Ｂ 犯罪社会学

ビジネスと法Ａ・Ｂ ファイナンス論Ａ・Ｂ 紛争解決システム論Ⅰ・Ⅱ マスコミュニケーション論Ａ・Ｂ メディアの歴史 メディア論

アート・マネジメント 異文化コミュニケーション史 英語の文化と歴史 映像表現論 音楽表現論 記号論

近・現代史Ⅰ・Ⅱ 言語態研究 言語表現論 広告論 ジェンダーと社会Ⅰ・Ⅱ ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ

社会文化史 情報社会と教育Ａ・Ｂ 情報社会と芸術 情報社会と出版 情報デザイン論 情報文化論

スポーツ・ジャーナリズム論 造形表現論 多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 地域文化論（英語圏）Ａ・Ｂ 地域文化論（ドイツ） 地域文化論（フランス）

地域文化論（スペイン） 地域文化論（中国） 地域文化論（朝鮮） 地域文化論（イスラーム） 超域文化論 日本文化論Ａ・Ｂ

比較文学・比較文化ＡⅠ・ＡⅡ 比較文学・比較文化BⅠ・ＢⅡ ユニバーサルデザイン 倫理学

意思決定論Ａ・Ｂ 異文化間コミュニケーション 科学技術と人間 家族社会学 環境政策Ⅰ・Ⅱ 言語使用とディスコース

コミュニケーション思想史 自然言語の生成モデル 自然地理学 消費行動の心理学 情報社会と安全Ａ・Ｂ 情報と経済行動

情報と職業 人口論 身体と意識 身体表現論 人文地理学 生命思想史Ⅰ・Ⅱ

組織コミュニケーションＡ・Ｂ 都市情報論 人間性心理学 認知科学Ⅰ・Ⅱ ネットワーク社会論 パーソナリティ心理学

不確実性下の人間行動 不思議現象の心理学 法コミュニケーション リスク社会論

Critical Reading Critical Discussion

Critical Writing Ａ・Ｂ

ドイツ語AⅠ・Ⅱ ドイツ語BⅠ・Ⅱ

フランス語AⅠ・Ⅱ フランス語BⅠ・Ⅱ

スペイン語AⅠ・Ⅱ スペイン語BⅠ・Ⅱ

中国語AⅠ・Ⅱ 中国語BⅠ・Ⅱ

韓国語AⅠ・Ⅱ 韓国語BⅠ・Ⅱ

タイ語AⅠ・Ⅱ タイ語BⅠ・Ⅱ

日本語AⅠ・Ⅱ 日本語BⅠ・Ⅱ 日本語ＡⅢ・Ⅳ 日本語BⅢ・Ⅳ

（情報リテラシー科目）

ICTアプリ開発Ⅰ・Ⅱ ICTコンテンツデザインⅠ・Ⅱ ICT総合実践Ⅰ・Ⅱ ICTデータベースⅠ・Ⅱ

ICT統計解析Ⅰ・Ⅱ ICTメディア編集Ⅰ・Ⅱ ネットワーク技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ

専門情報リテラシー

（日本語表現科目）

日本語表現Ⅰ・Ⅱ

（クリエイション科目）

演劇学 音楽論 身体コミュニケーションＡ・Ｂ メディア・アート デジタルアートＡ・Ｂ デジタルプレゼンテーション 非言語コミュニケーション

クリエイティブ・コミュニケーション 美学・芸術学 メディア教育論

（リサーチリテラシー科目）

科学リテラシー 数理リテラシー 社会調査実習 質的調査分析法 データ解析論Ⅰ・Ⅱ

統計学Ａ・Ｂ 論理リテラシー

-

ウェルネス科目群 -

キャリアデザイン科目群 -

情報リテラシー科目群 -

国際教育プログラム科目 -

総合講座 -

124 ※ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語・タイ語の中から１か国語（ただし，外国人留学生については日本語）を選択

１年次 ２年次 ３年次 ４年次各分野最低
必要単位 科目名 科目名 科目名 科目名

総合講座Ａ～Ｄ

総単位

海外留学科目群 国際交流　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ｂ

そ
の
他

ウェルネスＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツC・Ｄ

キャリアデザイン インターンシップ入門 実践キャリア支援講座 ※2023年度以前「インターンシップ」

ICTベーシックⅠ・Ⅱ

国際教育プログラム科目（異文化理解）Ⅰ・Ⅱ　　　　　国際教育プログラム科目文化・歴史）Ⅰ・Ⅱ　　　　　国際教育プログラム科目（法律・政治）Ⅰ・Ⅱ　　　　　国際教育プログラム科目（経済）Ⅰ・Ⅱ　　　※2023年度より廃止

研究方法・表現実践科目群 10

アルゴリズム実習Ⅰ・Ⅱ

ネットワーク技術Ⅳ

社会調査法Ａ・Ｂ

フランス語演習Ⅰ・Ⅱ

スペイン語演習Ⅰ・Ⅱ

中国語演習Ⅰ・Ⅱ

English Seminar Ⅰ・Ⅱ

English Skills BⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級） 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

Speech & Debate Ａ・Ｂ 英語音声学

先取り履修科目（３・４年次配当科目）
文化と表象

人間と環境

外国語科目群

6

English Skills AⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級）

韓国語演習Ⅰ・Ⅱ

タイ語演習Ⅰ・Ⅱ

専
門
科
目
群

社会科学

社会科学から
4単位

人文科学から
4単位

自然科学から
2単位

これらを含め
専門科目から

64単位

人文科学

自然科学

社会システム

4※

ドイツ語演習Ⅰ・Ⅱ

ゼミナール科目群 基礎ゼミナール 問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ 問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ

学際科目群
入門

４単位
情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ 情報コミュニケーション学

問題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ　　　卒業論文・卒業制作
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内訳（要件等）

情報コミュニケーション学入門を２科目４単位修得し
なければならない。

社会科学 4

人文科学 4

自然科学 2

社会システム

文化と表象

人間と環境

英語（English Seminar Ⅰ・Ⅱ、英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ及び英語音声学は含めない。）を６単位
以上、ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・
韓国語・タイ語（各語学の演習Ⅰ・Ⅱは含めない。）
の中から１か国語（ただし、外国人留学生については
日本語）を選択し、４単位以上を修得しなければなら
ない。

10単位以上を修得しなければならない。

次から単位修得すること。
※　学部設置科目において最低修得単位数を超えた単
　　位数は自動的に「自由に選択できる科目」の修得
　　単位数となる。
※　学部設置科目外の卒業単位認定科目（下記参照）
　　について40単位まで認められる。
　　　１　学部間共通外国語科目
　　　２　他学部履修科目
　　　３　留学生共通日本語科目
　　　４　グローバル人材育成プログラム科目
　　（４について認められるのは16単位まで）
※　編入などの場合には40単位を超えて認定する場合
　　がある。
※　資格課程開講科目は卒業単位認定科目に含めるこ
　　とができない。

【卒業のための付加条件】
　４年次においては、８単位以上修得しなければならない。

自由に選択できる科目 36

合計
124

（必修 4)

【進級条件】（２年次終了時に、次の条件を満たしていないと３年次に進級することができない。）
　２年次終了までに卒業要件内単位のうち40単位以上修得すること。

【メディア授業科目の算入】
　メディア授業科目を履修し修得した単位は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち60単位を超え
ないものとする。毎年度の授業計画により、授業の実施方法を変更することがあるため、メディア授業
科目の対象科目及び履修上の注意事項は必ず各年度の各シラバスを参照すること。

卒業・進級・卒業見込に必要な単位（2021年度以降入学者用）

　情報コミュニケーション学部では、原則として４か年以上在学し、下表に示された単位を修得した者
に、学士（情報コミュニケーション学）の学位が授与される。

科目区分
最低修得
単位数

学際科目群
4

（必修）

専門科目群
社会科学から４単位、人文科学から４単位、自然科学
から２単位を含め、64単位以上を修得しなければなら
ない。

54

外国語科目群 10

研究方法・表現実践科目群 10

【卒業見込】
　４年次に在籍し、３年次終了時に卒業要件内単位のうち76単位以上修得している者は、卒業見込み者
として認定する（希望により、卒業見込証明書を発行する）。
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科目別注意事項 

  

ゼミナール科目群 
科目名 

履修手続き等 

 

 ・各ゼミ担当教員の授業内容を十分に理解すること。 

 ・履修手続き・注意事項等や履修スケジュールをよく確認し間違いのないように申し込むこと。 

 ・履修が決定したゼミナール科目は履修変更できない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 基礎ゼミナール 

・基礎ゼミナールは通年４単位で行う。 

・履修登録時の単位数は春・秋学期にそれぞれ２単位ずつで計算する 

こと。 

・成績評価は秋学期終了後となる。 

・WEB履修登録（抽選Ⅱ）期間に申込をすること。 

２ 
問題発見テーマ演習Ａ 

問題発見テーマ演習Ｂ 

・問題発見テーマ演習は半期開講科目とする。 

・WEB 履修登録（抽選Ⅱ）の期間に申込できるのは、Ａ・Ｂ各１コマの

み。多く申し込んだ場合、問題発見テーマ演習Ａ・Ｂの申込が全て削除

されるため注意すること。 

・抽選Ⅱの登録で定員に満たなかったクラスについては、WEB履修登録（抽

選Ⅲ）以降の期間に追加登録を受け付ける。Ａ・Ｂとも各２コマまで履

修可能。 

・WEB 履修登録（抽選Ⅱ）期間に申込をすること。 

３ 

４ 

問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ 

問題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ 

・２年次の 11 月以降に入室試験を行う。 

 詳細については、６～７月に Oh-o!Meiji からお知らせを配信する。 

・入室決定者は、翌年４月に大学側で履修登録を行う。 

・原則として履修の取消しはできない。 

・問題分析ゼミナールは３年次・問題解決ゼミナールは４年次に履修す

る。 

４ 卒業論文・卒業制作 

・通年２単位とする。ただし、各学期の履修上限単位数に含まない。 

・WEB 履修登録（本登録）期間に履修登録すること。 

・９月の履修修正期間に履修削除が可能。 

・その他詳細は Oh-o!Meiji を通じてお知らせする。 

 

学際科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
情報コミュニケーション学入門Ａ 

情報コミュニケーション学入門Ｂ 

・毎回異なる教員により、オムニバス形式で授業を行う。 

・１年次の履修 

 ①大学側で履修登録を行う。 

 ②１年次春・秋学期にＡ・Ｂ各１コマずつ履修をする。 

・２～４年次の履修（再履修） 

 大学側で再履修科目の登録を行う。 

３ 情報コミュニケーション学 
・分野の異なる複数クラスを開講する。コーディネーターが異なれば、

重複して履修登録することができる。 
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専門科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

市民社会と法Ⅰ 

市民社会と法Ⅱ 
・「市民社会と法Ⅱ」「犯罪と法Ⅱ」の履修には、それぞれのⅠを履修中 

または修得済であることが必要である（段階履修科目）。 

 Ⅰの単位を修得できなかった場合、Ⅱの履修は秋学期授業開始前に削除 

される。 
犯罪と法Ⅰ 

犯罪と法Ⅱ 

ジェンダー論 
・日本語で実施するクラスと英語で実施するクラスがある。 

 両方とも履修することが可能。 

２ 
先取り履修科目 

（３・４年次配当科目） 

・２年次に、専門科目群（社会システム、文化と表象、人間と環境） 

の一部科目の中から、通年で２科目まで履修が可能。先取り履修でき

る科目一覧については、P.23参照。 

・修得した科目名は、「先取り履修科目（３・４年次配当科目）」とな

り、成績証明書にもそのように表記される。成績証明書に本来の科目

名の記載を希望する場合は、２年次に先取り履修せず、必ず３・４年

次に履修すること。 

・修得した単位数は、専門科目群の各科目区分に算入される。 

３ 

家族と法Ⅰ・Ⅱ 

現代型犯罪と刑法Ⅰ・Ⅱ 

現代政治学Ⅰ・Ⅱ 

コーポレート・ガバナンスⅠ・Ⅱ 

国際関係論Ⅰ・Ⅱ 

財産と法Ⅰ・Ⅱ 

ジェンダー・マネジメントⅠ・Ⅱ 

紛争解決システム論Ⅰ・Ⅱ 

近・現代史Ⅰ・Ⅱ 

ジェンダーと社会Ⅰ・Ⅱ 

ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ 

多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 

比較文学・比較文化ＡⅠ・ＡⅡ 

比較文学・比較文化ＢⅠ・ＢⅡ 

環境政策Ⅰ・Ⅱ 

生命思想史Ⅰ・Ⅱ 

認知科学Ⅰ・Ⅱ 

・Ⅱの履修には、それぞれⅠを履修中 または修得済であることが必要

である（段階履修科目）。Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期

授業開始前にⅡの履修を大学側で削除する。 

映像表現論（映像制作） 

映像表現論（編集スキル） 

・「映像表現論（映像制作）、（編集スキル）」については履修申込にあ

たり、事前課題を設ける。 

 Oh-o!Meiji のアンケートにて申込をすること。 
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外国語科目群 

 ・履修クラスを指定する科目について 

  ①大学側で履修登録を行う。 

  ②原則、他のクラスへの変更はできない。 

 ・外国語は半期１単位で開講される。（各語学の演習Ⅰ・Ⅱ、英語コミュニケーションⅠ･Ⅱ、英語音声学は 

  １コマ２単位） 

英語 

・英語科目は段階履修ではない。(英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを除く) 

 ・ English Skills について 

  ①「Ａ」は会話・コミュニケーションを中心とし、「Ｂ」は講読・文法を中心とする。 

  ②「Ａ」「Ｂ」は同時並行で履修する。 ただし、いずれかが未修得となった場合はこの限りではない。  

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
English Skills ＡⅠ・ＡⅡ 

English Skills ＢⅠ・ＢⅡ 

・履修クラスを指定する。 

 TOEIC（４月実施）スコアにより達成度別（基礎・中級・上級）に

クラス編成を行う。 

・SPICE（英語特別クラス）については別途選考を行う。 

 詳細は P.31 および SPICE 説明会動画を確認すること。 

＜再履修について＞ 

 再履修希望者は、Oh-o!Meiji から再履修登録についてのお知らせ

を確認し、所定の期間に手続きをとること。 

２ 
Critical Reading 

Critical Discussion 

・履修クラスを指定する。 

 TOEIC（秋学期実施）のスコアにより、達成度別（中級・上級）

にクラス編成を行う。 

・Critical Reading / Critical Discussion の各１クラスを

SPICE 対象クラスとする。 

・Critical Reading と Critical Discussion は春・秋学期に分け

て履修する。 

【例】春学期：Critical Reading-秋学期：Critical Discussion 

   春学期：Critical Discussion-秋学期：Critical Reading 

１ 
Speech & Debate Ａ 

Speech & Debate Ｂ 

・１クラス 20 名程度の少人数で会話中心の授業を行う。毎回予習・

復習など綿密な学習を必要とする授業の中で、英語能力のレベル

アップを目指す。 

・英語でコミュニケーションしたい学生、留学を考えている学生は

積極的に履修することを勧める。 

２ 
Critical Writing Ａ 

Critical Writing Ｂ 

・１クラス 20 名程度の少人数でパラグラフライティングから始ま

り、トピックセンテンスの書き方、アイディアの発展から結論ま

での書き方を学ぶ。 

 基礎をしっかり身につけ、エッセイライティングにも挑戦する。 

 文献の探し方や引用方法についてもあわせて学んでいく。 

・Critical Writing Ａ・Ｂの各１クラスを SPICE 対象クラスとす

る。SPICEクラスの履修登録は大学側で行う。 

３ 
英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

・この科目は SPICE プログラム履修者専用のクラスと、通常のクラ

スの２クラスが開講される。いずれか１つのみ履修できる。 

・Ⅱの履修には、Ⅰを履修中 または修得済であることが必要である

（段階履修科目）。Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授

業開始前にⅡの履修を大学側で削除する。 

【SPICE 専用クラスについて】 

 ・SPICE プログラム履修者専用の科目は、WEB履修では登録できな

い。 

 ・特に辞退の申し出がない場合、継続するものとして大学側で履

修登録を行う。 
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ＳＰＩＣＥ（英語特別クラス）について 

－ Special Program for Information & Communication in English － 
  20 人程度の少人数選抜クラスで、英語でコミュニケーションができる学生を養成する。 

   受講希望者は、下記の URL もしくは QR コードから要項を確認し、定められた期間および方法で申し込み

をすること。 

【SPICE 募集要項】 
https://www.meiji.ac.jp/infocom/office/6t5h7p000039xat0-att/spice_applicationguidelines_2026freshman.pdf 

（以下 2026 年度 1 年生向け募集要項より抜粋） 

 １ 定員 

   20 名程度。原則として、１年生のみが応募対象となる。 

   ただし、２年次以降に追加募集することがある。 

 ２ 受講・継続条件 

  (1) SPICE 要件科目で、Ｂ評価以上の成績を修めた場合、プログラム修了要件単位として認める。 

  (2) 基幹科目の成績がＣ評価以下になった場合、次学期以降 SPICE 専用クラスを受講できない。 

  (3) ２年次修了時に必要単位未達の場合、翌年度以降 SPICE 専用クラスを継続できない。※2025 年度以降入学生対象 

  (4) TOEIC および TOEFL を毎年度それぞれ１回ずつ必ず受験すること。 

  (5) 特に本人からの申し出等がない場合、２年次以降もプログラムを継続するものとする。 

 ３ 修了要件 

   SPICE のプログラムは『ステージ１』および『ステージ２』の２つのステージから成る。 

  (1)ステージ１では、基幹科目から 10 単位、実践科目から４単位の計 14 単位の修得を必要とする。 

  (2)ステージ２では、基幹科目から６単位、実践科目から８単位の計 14 単位の修得を必要とする。 

  ※ステージ１・２の合計要件単位（28 単位）を修めた学生を、SPICE 全プログラムの修了者とする。 

  ※３年次終了時にすべての要件単位を修得した場合、その時点で全プログラム修了が可能である。（た

だし継続要件の TOEIC TOEFL は受験すること） 

 ４ 修了証の授与 

   全プログラム修了者には、「SPICE 修了証明書」を授与する。その中でも、優秀修了者（TOEIC 820 以

上、IELTS 6.5 以上、TOEFL IBT90 以上あるいは TOEFL ITP 577 以上のスコアを取得した学生）は、卒

業時の学位授与式にて特別に表彰される。 

 ●要件科目一覧 

配当年次 

必修区分 

科目 

区分 

必要 

単位数 
科目名 

単

位

数 

備考 

１・２ 

年次 

１年次 

必修 

基幹 

科目 

６単位 

English Skills ＡⅠ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

English Skills ＡⅡ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

English Skills ＢⅠ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

English Skills ＢⅡ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

Speech & Debate Ａ １ 一般科目 

Speech & Debate Ｂ １ 一般科目 

２年次 

必修 
４単位 

Critical Reading（SPICE） １ プログラム専用クラス 

Critical Discussion（SPICE） １ プログラム専用クラス 

Critical Writing Ａ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

Critical Writing Ｂ（SPICE） １ プログラム専用クラス 

１・２年

次 

選択必修 

実践 

科目 
4 単位 

★シラバスの授業言語欄が「英語」となっているもの 

実践科目の対象となる科目についての詳細は、「SPICE プログラ

ム実践科目について」を確認してください。 
 

 
※上記各科目区分の必要単位数を満たさない場合は３・４年次以降のプログラムの継続はできません。  

３・４ 

年次 

３年次 

以降 

必修 

基幹 

科目 
６単位 

English Seminar Ⅰ １ 一般科目  

English Seminar Ⅱ １ 一般科目  

英語コミュニケーションⅠ ２ プログラム専用クラス  

英語コミュニケーションⅡ ２ プログラム専用クラス  

３年次 

以降 

選択必修 

実践 

科目 
８単位 

★シラバスの授業言語欄が「英語」となっているもの 

実践科目の対象となる科目についての詳細は、「SPICE プログラ

ム実践科目について」を確認してください。 

 

 

 

合計 28 単位    

※2025 年度以降入学者の SPICE 要件科目一覧表です。 

※2024年度以前入学者および新２年生募集、ステージ２募集から加入した学生は、募集時の募集要項に記載の

要件表を確認してください。 
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ドイツ語 ･ フランス語 ･ スペイン語 ･ 中国語 ･ 韓国語 ･ タイ語 

 ・母国語を選択することはできない。 

 ・外国人留学生は、選択する言語を日本語とする。 

 ・Ⅱの履修には、各言語Ⅰの履修または修得が必要である。 

  Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修を大学側で削除する。 

 ・ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語、タイ語について 

  ①「Ａ」は会話・コミュニケーションを中心とし、「Ｂ」は講読・文法を中心とする。 

  ②「Ａ」「Ｂ」は同時並行で履修する。 ただし、いずれかが未修得となった場合はこの限りではない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

ドイツ語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

フランス語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

スペイン語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

中 国 語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

韓 国 語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

タ イ 語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

・履修クラスを指定する。 

 入学手続時の履修希望(第１～第３希望）でクラス編成を行う。 

＜３～４年生の履修について＞ 

 ・所定の期間に情報コミュニケーション学部事務室（駿河台）で

説明を受けて、手続きをとること。 

２ 

ドイツ語演習Ⅰ・Ⅱ 

フランス語演習Ⅰ・Ⅱ 

スペイン語演習Ⅰ・Ⅱ 

中国語演習Ⅰ・Ⅱ 

韓国語演習Ⅰ・Ⅱ 

タイ語演習Ⅰ・Ⅱ 

・２年次の各語学演習の履修希望者で、１年次に同語学を履修して

いない場合は、当該語学１年次必修修了と同等の語学力を有する

ことが望ましい。語学力の目安は以下のとおり。 

 【ドイツ語】ドイツ語検定（独検）４級程度 

 【フランス語】フランス語検定（仏検）４級程度 

 【スペイン語】DELE スペイン語検定（インスティトゥト・セルバ

ンテス）Ａ２またはスペイン語検定（日本スペイ

ン協会）４級程度 

 【中国語】中国語検定４級程度 

 【韓国語】ハングル検定４級程度 

 【タイ語】実用タイ語検定５級程度 

 日本語（外国人留学生のみ） 

 留学生共通日本語「日本語（上級）シラバス」（WEB）を参照すること。 

 https://www.meiji.ac.jp/cip/japaneseedu/jmenu_pf.html 
 ・外国人留学生は、選択する１言語を日本語とする。 

 ・履修クラスを指定する（全学部共通クラス）。 

 ・日本語は段階履修としない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
日本語ＡⅠ・ＡⅡ 読解 

日本語ＢⅠ・ＢⅡ 作文 

２ 
日本語ＡⅢ・ＡⅣ 速読 

日本語ＢⅢ・ＢⅣ 精読 

  再履修 

 再履修科目の登録方法については、各期間の成績公開後、別途案内する。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１・２ 英語科目 
・再履修クラスを設置しない。 

・段階履修ではないため、春学期履修科目が未修得の場合も秋学期科目

を履修する。 

１ 

ドイツ語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

フランス語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

スペイン語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

中 国 語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

韓 国 語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

タ イ 語 ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

・再履修クラスを設置しない。 

・１年次春学期にⅠを未修得の場合２年次春学期に再度履修する。 

１ 日本語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 

・再履修クラスを設置しない。 

・１年次春学期にⅠを未修得の場合も、１年次秋学期にⅡを続けて

履修する。 

・１年次春学期で未修得となったⅠの科目は、２年次春学期に再度履

修する。 
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研究方法・表現実践科目群 

 情報リテラシー科目 
「情報関係科目 実力確認テスト」（WEB）を受験し、診断結果を確認のうえ情報リテラシー科目選択の参考にする

こと。「情報関係科目 実力確認テスト」診断基準は次のページに記載の通り。 

詳細は、「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照すること。 

 

https://www.meiji.ac.jp/edu-info/about_ict.html 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

ネットワーク技術Ⅰ 

ネットワーク技術Ⅱ 

ネットワーク技術Ⅲ 

・初歩的なコンピュータ操作技能をもった者を対象とする。 

 パソコンの操作に不慣れな者は、ＩＣＴ科目・各種講習会などでスキ

ルアップしたのち履修することが望ましい。 

 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅣまで段階履修とする。 

 ②ⅡからⅣの履修は前グレードの修得が条件となる。 

 ③前グレードの単位を修得できなかった場合、履修予定の科目は授業

開始前に削除される。 

  【例】 春学期：ネットワーク技術Ⅱ未修得 

     →秋学期：ネットワーク技術Ⅲ削除 

  【注】ネットワーク技術Ⅱ（春学期開講）の履修はⅠの修得が条件

のため、１年次に履修することができない。 

 

・セット履修について 

 ①Ⅱ･Ⅲはセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅡのみ申込むこと。 

  Ⅱの履修が確定した場合、Ⅲの登録は大学側で行う。 

 

・ネットワーク技術士資格を目指す者は、１年次に「ネットワーク技術

Ⅰ」を履修すること。 

３ ネットワーク技術Ⅳ 

１ 
プログラミング実習Ⅰ 

プログラミング実習Ⅱ 

・半期１単位で授業を行う。 

 

・セット履修について 

 ①Ⅰ・Ⅱをセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅠのみ申込むこと。 

・Ⅰの履修が確定した場合、Ⅱの登録は大学側で行う。 

 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅡを段階履修とする。 

 ②Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 ③Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履

修は削除される。 

※アルゴリズム実習の履修は、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱの修得が

条件となる。 

３ 
アルゴリズム実習Ⅰ 

アルゴリズム実習Ⅱ 

・アルゴリズム実習の履修は、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱの修得が

条件となる。 

・Ⅱの履修には、それぞれⅠの履修または修得が必要である。 

  Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修

を大学側で削除する。 

１ 専門情報リテラシー 
・ＩＣＴベーシック修了程度のレベルを必要とする。 

・（ ）内のテーマが異なる科目は複数履修することができる。 

１ ＩＣＴ科目 

「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

（前頁の URL もしくは QR コードから閲覧可能。） 

・「ＩＣＴベーシック」は、研究方法・表現実践科目に含まれない。 

 修得した単位は「自由に選択できる科目」に含まれる。 

※ＩＣＴとは 

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）とは「情報通

信技術」のことで、情報や通信に関する技術の総称です。情報関係科

目では時代に即したＩＣＴ活用能力の習得と、学部の専門科目にお 

いてＩＣＴスキルの活用ができる能力を養うことができます。 
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情報関係科目 実力確認テスト 診断基準 

※「ＩＣＴベーシックⅠ・Ⅱ」「ＩＣＴベーシック」は、「研究方法・表現実践科目群」に含まれない。 

得 点 推奨科目 

60～85 点 プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴベーシック（※） 

90～135 点 

専門情報リテラシー、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ統計解析Ⅰ・Ⅱ、 

ＩＣＴ統計解析入門・応用、ＩＣＴデータベースⅠ・Ⅱ、ＩＣＴデータベース入門・応用、 

ＩＣＴメディア編集Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ画像編集入門・応用、ＩＣＴ動画編集入門・応用、 

ＩＣＴ音楽編集入門・応用、ＩＣＴアプリ開発Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴプログラミング入門・応用、 

ＩＣＴWeb ページ作成、ＩＣＴコンテンツデザインⅠ・Ⅱ、 

ＩＣＴ e ラーニングデザイン入門・応用 

140 点以上 
専門情報リテラシー、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ総合実践Ⅰ・Ⅱ、 

ＩＣＴプレゼンテーション 

 

情報リテラシー科目群の段階履修一覧 

 

科目名 前提科目 条件 備考 

ＩＣＴ科目Ⅱ ＩＣＴ科目Ⅰ 単位修得  
ネットワーク技術Ⅱ～Ⅳ ネットワーク技術Ⅰ～Ⅲ 単位修得 ネットワーク技術士 

プログラミング実習Ⅱ プログラミング実習Ⅰ 単位修得  
アルゴリズム実習Ⅰ プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ 単位修得  
アルゴリズム実習Ⅱ アルゴリズム実習Ⅰ 単位修得  

 

情報リテラシー科目群の関連資格一覧 

 

科目名 資格 備考 

情報リテラシー科目群全般 ＩＴパスポート  
ネットワーク技術Ⅰ～Ⅳ ＣＣＮＡ（Cisco Certified Network Associate） ネットワーク技術士 

※上記科目を修了すると、各資格を取得するレベルの実力が付くことになる。 

※資格取得は、科目の修得のみでは得られません。 

 日本語表現科目 

 この科目は、日本語の適切な活用を可能にするための演習科目です。 

 大学生が社会に出る際も、認識や思考や感受性の定着を的確に行うため、日本語の使用能力の向上は欠かせませ

ん。改めて日本語を学ぶことで、新しい発見や自信が身につく授業です。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
日本語表現Ⅰ 

日本語表現Ⅱ 

・セット履修について 

 ①Ⅰ・Ⅱをセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅠのみ申込むこと。 

  履修が確定した場合、Ⅱの登録は大学側で行う。 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅡを段階履修とする。 

 ②Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 ③Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履

修を大学側で削除する。 

クリエイション科目 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
クリエイティブ・ 

コミュニケーション 

・WEB 履修登録（抽選Ⅱ）の期間に申込できるのは、通年で１コマの

み。多く申し込んだ場合、クリエイティブ・コミュニケーションの申

込が全て削除されるため注意すること。 

・抽選Ⅱの登録で定員に満たなかったクラスについては、WEB 履修登録

（抽選Ⅲ）以降の期間に追加登録を受け付ける。（ ）内のテーマが

異なる科目であれば複数履修可能。 
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２ 
身体コミュニケーションＡ 

身体コミュニケーションＢ 

・和泉キャンパス開講の身体コミュニケーションＡ、身体コミュニケー

ションＢは、同一年度でいずれか一方しか履修することができない。 

・Ａ・Ｂいずれも WEB 履修登録（抽選Ⅱ）の期間に申込むこと。ただ

し、Ａ・Ｂの両方を申込んだ場合には両方とも履修が削除されるた

め、注意すること。 

・抽選Ⅱの登録で定員に満たなかったクラスについては、WEB 履修登

録（抽選Ⅲ）以降の期間に追加登録を受け付ける。 

３ 

デジタルアートＡ 

デジタルアートＢ 

・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

 担当教員により授業内容が異なるため、授業概要をよく確認すること。 

デジタルプレゼンテーション ・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

メディア教育論 
・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

・担当教員により授業内容が異なるため、授業概要をよく確認すること。 

リサーチリテラシー科目 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
統計学Ａ 

統計学Ｂ ・社会調査士の資格取得に必要な科目である。 

・社会調査士の資格取得に関する詳細は、P.63 を参照すること。 
２ 

社会調査法Ａ 

社会調査法Ｂ 

３ 社会調査実習 

・春学期第 1週目の授業にて履修者を決定する。履修希望者は必ず出席す

ること。 

・定員を超過した場合は、社会調査士の資格関連科目の GP順に選抜する。 

・この科目は、複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

・履修登録時の単位数は春・秋学期にそれぞれ１単位ずつで計算する。 

 

海外留学科目群 

 「国際交流」は（ ）内のテーマが異なり、日程上支障がない場合、複数回履修することができる。 

 ※「世界のキャンパスから」を除く。 

  
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

世界のキャンパスから 

メディア 

タイ 

イギリス 

フランス 

 

 

 

 

国際交流 

・WEB 履修登録期間（本登録）に履修登録を行う。 

・世界各地の研究者によるオムニバス授業となる。 

・履修上限単位数（半期 24 単位）に含む。 

・「国際交流」は（ ）内のテーマが異なり、日程上支障がない場合は 

複数回履修することができる。 

・履修が認められ、手続を行った者について、大学側が履修登録を行う。 

・履修上限単位数（半期 24単位）を超えて履修することができる。 

※「国際交流（メディア）」を２年次に履修した場合、修得した単位は進

級条件の単位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位

は認定されないため注意すること。 

－ 留学関係科目 

・協定留学及び認定留学をした学生が留学先大学で修得した単位を認定

する際の科目である。 

・留学希望者は学部事務室にて詳細を確認すること。 

ウェルネス科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ ウェルネスＡ 

ウェルネスＢ 

・授業内容は使用施設によって異なるため、授業概要をよく確認する 

 こと。 

・ウェルネスＡは実技が中心、ウェルネスＢは講義が中心となる。 

・受講にあたっては、当該年度の健康診断を必ず受診すること。 

・ウェルネスＡは、和泉・駿河台キャンパスの両方で開講する。 

・体育施設利用には室内シューズが必要となる。 
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ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

 ・１コマ１単位の実習授業である。 

 ・他学部との相乗り科目となるため、他学部設置科目も申込むことができる。 

 ・科目名は、次のとおり。 

  ウェルネス・スポーツＡ：春学期（和泉）、学外集中（夏季） 

  ウェルネス・スポーツＢ：秋学期（和泉）、学外集中（冬季） 

  ウェルネス・スポーツＣ：春学期（駿河台）、学外集中（夏季） 

  ウェルネス・スポーツＤ：秋学期（駿河台）、学外集中（冬季） 

 

 【注】 

  ・春学期開講科目と学外集中（夏季）科目、秋学期開講科目と学外集中（冬季）科目はそれぞれ同じ科目のた

め、履修できるのはどちらか一方のみ。 

  ・受講にあたっては、当該年度の健康診断を必ず受診すること。 

  ・学外集中（冬季）科目を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単位として算入されない。 

また、４年次に履修した場合、単位は認定されないため注意すること。 

  ・９月卒業対象者が学外集中（夏季）科目を履修した場合、卒業条件の単位として算入されない。 

２ 
ウェルネス・スポーツＡ 

ウェルネス・スポーツＢ 

 

「選択体育実技パンフレット（和泉キャンパス）」（WEB）を参照する

こと。 

＜選択体育実技パンフレット（和泉キャンパス）の掲載場所＞ 

  https://www.meiji.ac.jp/koho/syllabus/index.html 
  

 

※上記ホームページの「学部共通科目」の「選択体育実技（和泉 

 キャンパス）」を確認すること。 

３ 
ウェルネス・スポーツＣ 

ウェルネス・スポーツＤ 

①履修を希望する場合、春学期の第１週目の授業で履修者を決定する。 

 次頁の「選択体育実技一覧（駿河台キャンパス）」を参照のうえ、必

ず出席すること。 

②秋学期の履修を希望する場合も、春学期の同一曜日・時限の第１週目

の授業で履修者を決定するため、必ず出席すること。 

 ※授業内容は、科目主催学部のシラバスで確認すること。 
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キャリアデザイン科目群 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ キャリアデザイン 

・春・秋学期に各１コマ開講する。 

・ゲスト講師によるオムニバス形式で授業を行う。 

・自らのキャリアをデザインしていくための糸口をみつけることを目標

としているため、１年次に受講することが望ましい。 

２ インターンシップ入門 

・春・秋学期に各１コマ開講する。 

・この科目では、グループワークなどを行い、ゲスト講師を招く講義も

ある。 

３ 実践キャリア支援講座 
・履修希望者は必ず期限内に申し込みすること。 

・授業前後で活動が発生する可能性があることに留意すること。 

 

情報リテラシー科目群 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
ＩＣＴベーシックⅠ 

ＩＣＴベーシックⅡ 

「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu-info/about_ict.html 

 

・ＩＣＴベーシックは、研究方法・表現実践科目に含まれない。 

・ＩＣＴ科目は段階履修のため、Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修は削

除される。 

 

総合講座 

学部や文理の枠を越えた学際的な授業により、学問的視野を広げ、問題発見能力や判断力を養う。 

各分野で活躍するゲスト講師により、最先端のニュース等をテーマに取り上げている。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 総合講座Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

「全学共通総合講座シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu/zengaku/index.html 

・和泉キャンパス開講科目は、他の科目と履修日程が異なる 

 ため、特に注意すること。 

・科目名は、開講期・開講キャンパスによって次のとおり。 

 総合講座Ａ：【春学期】和泉・生田・黒川農場・中野 

 総合講座Ｂ：【秋学期】和泉・生田・黒川農場・中野 

 総合講座Ｃ：【春学期】駿河台 

 総合講座Ｄ：【秋学期】駿河台 

・在学期間を通じて、総合講座Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄを各２科目（４単位）計 

16 単位まで履修することができる。修得した単位は、「自由に選択で

きる科目」として卒業単位に含まれる。 

・同じ科目名で複数キャンパスにて開講している場合があるため、履修

登録の際は注意すること。 
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学部設置外科目の卒業単位認定科目 

合計 40 単位を上限とし、「自由に選択できる科目」として卒業単位に認定する。 

科目名 履修手続き・注意事項等 

学部間共通外国語（ＭＬＰ）           

「学部間共通外国語シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu/foreign/jikan/syllabus.html 

 

・多面的な外国語能力を向上させるため、主にネイティヴスピーカーの

教員が担当する「会話」を中心とした科目や、学部では設置されてい

ない外国語科目が設置されている。 

・他の科目と異なるルールがあるため注意すること。 

・修得した単位は、「自由に選択できる科目」として卒業単位に含まれ

る。 

・情コミ学部「外国語科目群」の科目として振替えることはできない。 

・夏期集中講座、春期集中講座は、半期 24 単位の履修上限を超えて履

修することができる。 

・夏期集中講座を４年次に履修したもので、９月卒業を希望する場合、

単位は認定されないため注意すること。                                           

・春期集中講座を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単

位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位は認定さ

れないため注意すること。 

グローバル人材育成プログラム 

大学 HP を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/cip/preparation/globalcareer.html 

 

・「グローバル人材育成プログラム」で修得した単位は、合計 16単位ま

で「自由に選択できる科目」として卒業単位に含まれる。夏期集中講

座を４年次に履修したもので、９月卒業を希望する場合、単位は認定

されないため注意すること。 

・春期集中講座を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単

位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位は認定さ

れないため注意すること。 

・「グローバル人材育成プログラム」において長期休業期間中に海外留

学を実施する科目は、履修上限単位数（半期 24単位）を超えて履修す

ることができる。 

他学部履修科目 

・「本登録期間」に履修登録を行う。 

・設置学部が履修を許可した科目について、履修することができる。履

修の可否・授業内容・時間割については別途案内する。 

留学生共通日本語 

 日本語・留学生共通日本語「日本語（上級）シラバス」（WEB）を参

照し、履修手続きを行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/cip/japaneseedu/jmenu_exchange.html 

 

・受講希望科目の第１回目の授業に必ず出席すること。 
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情報コミュニケーション学部

（DP1） 教養としての知識を学び，多角的に物事を考える能力

（DP2） 現代社会を理解する知識を学び，リーダーシップを発揮できる力

（DP3） 異文化を理解する知識を学び，批判的に思考する能力

（DP4） 論理的な思考方法を身につけ，データを重視する思考力

（DP5） 現代社会を理解する，高度かつ専門的な知識を学び，国際的課題に取り組む能力

（DP6） 異文化理解のための専門的な知識を学び，高度なコミュニケーション能力を発揮する力

（DP7） 新しい物事に挑戦する意識を高め，専門分野に関し身に付けた高度な知識

（DP8） 外国語の運用能力を高め，高度なコミュニケーション能力を発揮する力

（DP9） 調査・実践をおこなうための能力を身につけ，プレゼンテーション能力を発揮する力

（DP10） 問題点を発見し，解決する能力を会得し，高いプレゼンテーション能力とともに，リーダーシップを発揮できる力

（DP11） 調査・実践をおこなうための能力を身に付け，自主的に学び判断する能力

授業科目 単位数
履修開始

年次
（DP1） （DP2） （DP3） （DP4） （DP5） （DP6） （DP7） （DP8） （DP9） （DP10） （DP11）

基礎ゼミナール 4 1 ○ ○ ◎

問題発見テーマ演習Ａ 2 2 ○ ◎ ○

問題発見テーマ演習Ｂ 2 2 ○ ◎ ○

問題分析ゼミナールⅠ 2 3 ○ ○ ◎ ○

問題分析ゼミナールⅡ 2 3 ○ ○ ◎ ○

問題解決ゼミナールⅠ 2 4 ○ ○ ◎ ○

問題解決ゼミナールⅡ 2 4 ○ ○ ◎ ○

卒業論文・卒業制作 2 4 ○ ○ ◎ ○

情報コミュニケーション学入門Ａ 2 1 ◎ ○ ○ ○

情報コミュニケーション学入門Ｂ 2 1 ◎ ○ ○ ○

情報コミュニケーション学 2 3 ◎ ○ ○ ○

家族社会学概論 2 1 ◎ 〇

環境と社会 2 1 ◎ ○

経営学 2 1 ◎ ○

憲法Ａ 2 1 ◎ ○

憲法Ｂ 2 1 ◎ ○

コミュニティ論 2 1 ◎ ○

ジェンダー論 2 1 ◎ ○

市民社会と法Ⅰ 2 1 ◎ ○

市民社会と法Ⅱ 2 1 ◎ ○

社会学Ａ 2 1 ◎ ○

社会学Ｂ 2 1 ◎ ○

社会心理学Ａ 2 1 ◎ ○

社会心理学Ｂ 2 1 ◎ ○

情報社会と経済 2 1 ◎ ○

情報倫理 2 1 ◎ ○

政治学 2 1 ◎ ○

組織論 2 1 ◎ ○

犯罪と法Ⅰ 2 1 ◎ ○

犯罪と法Ⅱ 2 1 ◎ ○

法学 2 1 ◎ ○

マクロ経済学 2 1 ◎ ○

ミクロ経済学 2 1 ◎ ○

メディア・リテラシー 2 1 ◎ ○

異文化理解 2 1 ◎ ○

英語文学Ａ 2 1 ◎ ○

英語文学Ｂ 2 1 ◎ ○

外国文学 2 1 ◎ ○

言語学 2 1 ◎ ○

宗教学 2 1 ◎ ○

小集団コミュニケーション 2 1 ◎ ○

新興国事情 2 1 ◎ ○

心理学Ａ 2 1 ◎ ○

心理学Ｂ 2 1 ◎ ○

生命論Ａ 2 1 ◎ ○

生命論Ｂ 2 1 ◎ ○

西洋史概論 2 1 ◎ ○

地域文化論（基礎） 2 1 ◎ ○

地誌学 2 1 ◎ ○

地理学 2 1 ◎ ○

哲学 2 1 ◎ ○

東洋史概論 2 1 ◎ ○

日本史概論 2 1 ◎ ○

日本文学 2 1 ◎ ○

パブリック・スピーキング 2 1 ◎ ○

比較文化（基礎）Ａ 2 1 ◎ ○

比較文化（基礎）Ｂ 2 1 ◎ ○

メディア批評 2 1 ◎ ○

歴史学 2 1 ◎ ○

科学技術史 2 1 ◎ ○

環境生物学 2 1 ◎ ○

情報科学 2 1 ◎ ○

情報検索論 2 1 ◎ ○

人類学Ａ 2 1 ◎ ○

人類学Ｂ 2 1 ◎ ○

地球環境科学 2 1 ◎ ○

脳科学 2 1 ◎ ○

カリキュラムマップ

科目区分

学際科目群

自
然
科
学

社
会
科
学

人
文
科
学

専
門
科
目
群

ゼミナール科目群

★DPとは…ディプロマポリシー（学位授与方針）
　情報コミュニケーション学部では、変化の大きい現代社会を多角的な視点で見極
め、その中から自ら問題を発見し、解決方法を探るプロセスを組み立てることがで
きる人材の育成を目指しています。
　その具体的到達目標は、学修成果として左記にある１１区分の能力・知識を有す
る学生に「学士（情報コミュニケーション学）」を授与することです。
※詳細はP.４で確認してください。
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授業科目 単位数
履修開始

年次
（DP1） （DP2） （DP3） （DP4） （DP5） （DP6） （DP7） （DP8） （DP9） （DP10） （DP11）科目区分

イノベーションの経済学 2 3 〇 ◎

ＮＰＯ論 2 3 ○ ◎

家族と法Ⅰ 2 3 ○ ◎

家族と法Ⅱ 2 3 ○ ◎

経済思想史 2 3 ○ ◎

現代アメリカ政治論 2 3 ○ ◎

現代型犯罪と刑法Ⅰ 2 3 ○ ◎

現代型犯罪と刑法Ⅱ 2 3 ○ ◎

現代行政と法Ａ 2 3 ○ ◎

現代行政と法Ｂ 2 3 ○ ◎

現代政治学Ⅰ 2 3 ○ ◎

現代政治学Ⅱ 2 3 ○ ◎

公共政策Ａ 2 3 ○ ◎

公共政策Ｂ 2 3 ○ ◎

コーポレート・ガバナンスⅠ 2 3 ○ ◎

コーポレート・ガバナンスⅡ 2 3 ○ ◎

国際開発論 2 3 ○ ◎

国際関係論Ⅰ 2 3 ○ ◎

国際関係論Ⅱ 2 3 ○ ◎

国際経済論Ａ 2 3 ○ ◎

国際経済論Ｂ 2 3 ○ ◎

個人と国家 2 3 ○ ◎

財産と法Ⅰ 2 3 ○ ◎

財産と法Ⅱ 2 3 ○ ◎

ジェンダーと法Ａ 2 3 ○ ◎

ジェンダーと法Ｂ 2 3 ○ ◎

ジェンダー・マネジメントⅠ 2 3 ○ ◎

ジェンダー・マネジメントⅡ 2 3 ○ ◎

社会思想史 2 3 ○ ◎

社会福祉学Ａ 2 3 ○ ◎

社会福祉学Ｂ 2 3 ○ ◎

情報産業論 2 3 ○ ◎

情報システム論 2 3 ○ ◎

情報社会論Ａ 2 3 ○ ◎

情報社会論Ｂ 2 3 ○ ◎

情報政策論Ａ 2 3 ○ ◎

情報政策論Ｂ 2 3 ○ ◎

情報法Ａ 2 3 ○ ◎

情報法Ｂ 2 3 ○ ◎

人権と政策 2 3 ○ ◎

政治とメディア 2 3 ○ ◎

ソーシャルビジネス論 2 3 ○ ◎

組織と情報 2 3 ○ ◎

知的財産法Ａ 2 3 ○ ◎

知的財産法Ｂ 2 3 ○ ◎

犯罪社会学 2 3 ○ ◎

ビジネスと法Ａ 2 3 ○ ◎

ビジネスと法Ｂ 2 3 ○ ◎

ファイナンス論Ａ 2 3 ○ ◎

ファイナンス論Ｂ 2 3 ○ ◎

紛争解決システム論Ⅰ 2 3 ○ ◎

紛争解決システム論Ⅱ 2 3 ○ ◎

マスコミュニケーション論Ａ 2 3 ○ ◎

マスコミュニケーション論Ｂ 2 3 ○ ◎

メディアの歴史 2 3 ○ ◎

メディア論 2 3 ○ ◎

社
会
シ
ス
テ
ム

専
門
科
目
群
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授業科目 単位数
履修開始

年次
（DP1） （DP2） （DP3） （DP4） （DP5） （DP6） （DP7） （DP8） （DP9） （DP10） （DP11）科目区分

アート・マネジメント 2 3 ○ ◎

異文化コミュニケーション史 2 3 ○ ◎

英語の文化と歴史 2 3 ○ ◎

映像表現論 2 3 ○ ◎

音楽表現論 2 3 ○ ◎

記号論 2 3 ○ ◎

近・現代史Ⅰ 2 3 ○ ◎

近・現代史Ⅱ 2 3 ○ ◎

言語態研究 2 3 ○ ◎

言語表現論 2 3 ○ ◎

広告論 2 3 ○ ◎

ジェンダーと社会Ⅰ 2 3 ○ ◎

ジェンダーと社会Ⅱ 2 3 ○ ◎

ジャーナリズム論Ⅰ 2 3 ○ ◎

ジャーナリズム論Ⅱ 2 3 ○ ◎

社会文化史 2 3 ○ ◎

情報社会と教育Ａ 2 3 ○ ◎

情報社会と教育Ｂ 2 3 ○ ◎

情報社会と芸術 2 3 ○ ◎

情報社会と出版 2 3 ○ ◎

情報デザイン論 2 3 ○ ◎

情報文化論 2 3 ○ ◎

スポーツ・ジャーナリズム論 2 3 ○ ◎

造形表現論 2 3 ○ ◎

多文化と相互理解Ⅰ 2 3 ○ ◎

多文化と相互理解Ⅱ 2 3 ○ ◎

地域文化論（英語圏）Ａ 2 3 ○ ◎

地域文化論（英語圏）Ｂ 2 3 ○ ◎

地域文化論（ドイツ） 2 3 ○ ◎

地域文化論（フランス） 2 3 ○ ◎

地域文化論（スペイン） 2 3 ○ ◎

地域文化論（中国） 2 3 ○ ◎

地域文化論（朝鮮） 2 3 ○ ◎

地域文化論（イスラーム） 2 3 ○ ◎

超域文化論 2 3 ○ ◎

日本文化論Ａ 2 3 ○ ◎

日本文化論Ｂ 2 3 ○ ◎

比較文学・比較文化ＡⅠ 2 3 ○ ◎

比較文学・比較文化ＡⅡ 2 3 ○ ◎

比較文学・比較文化ＢⅠ 2 3 ○ ◎

比較文学・比較文化ＢⅡ 2 3 ○ ◎

ユニバーサルデザイン 2 3 ○ ◎

倫理学 2 3 ○ ◎

意思決定論Ａ 2 3 ○ ◎

意思決定論Ｂ 2 3 ○ ◎

異文化間コミュニケーション 2 3 ○ ◎

科学技術と人間 2 3 ○ ◎

家族社会学 2 3 ○ ◎

環境政策Ⅰ 2 3 ○ ◎

環境政策Ⅱ 2 3 ○ ◎

言語使用とディスコース 2 3 ○ ◎

コミュニケーション思想史 2 3 ○ ◎

自然言語の生成モデル 2 3 ○ ◎

自然地理学 2 3 ○ ◎

消費行動の心理学 2 3 ○ ◎

情報社会と安全Ａ 2 3 ○ ◎

情報社会と安全Ｂ 2 3 ○ ◎

情報と経済行動 2 3 ○ ◎

情報と職業 2 3 ○ ◎

人口論 2 3 ○ ◎

身体と意識 2 3 ○ ◎

身体表現論 2 3 ○ ◎

人文地理学 2 3 ○ ◎

生命思想史Ⅰ 2 3 ○ ◎

生命思想史Ⅱ 2 3 ○ ◎

組織コミュニケーションＡ 2 3 ○ ◎

組織コミュニケーションＢ 2 3 ○ ◎

都市情報論 2 3 ○ ◎

人間性心理学 2 3 ○ ◎

認知科学Ⅰ 2 3 ○ ◎

認知科学Ⅱ 2 3 ○ ◎

ネットワーク社会論 2 3 ○ ◎

パーソナリティ心理学 2 3 ○ ◎

不確実性下の人間行動 2 3 ○ ◎

不思議現象の心理学 2 3 ○ ◎

法コミュニケーション 2 3 ○ ◎

リスク社会論 2 3 ○ ◎

先取り履修科目 先取り履修科目（3・4年次配当科目） 2 2 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

文
化
と
表
象

専
門
科
目
群

人
間
と
環
境
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授業科目 単位数
履修開始

年次
（DP1） （DP2） （DP3） （DP4） （DP5） （DP6） （DP7） （DP8） （DP9） （DP10） （DP11）科目区分

English Skills ＡⅠ（基礎） 1 1 ○ ◎

English Skills ＡⅠ（中級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＡⅠ（上級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＡⅡ（基礎） 1 1 ○ ◎

English Skills ＡⅡ（中級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＡⅡ（上級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅠ（基礎） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅠ（中級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅠ（上級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅡ（基礎） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅡ（中級） 1 1 ○ ◎

English Skills ＢⅡ（上級） 1 1 ○ ◎

Speech & Debate Ａ 1 1 ○ ◎

Speech & Debate Ｂ 1 1 ○ ◎

Critical Reading 1 2 ○ ◎

Critical Discussion 1 2 ○ ◎

Critical Writing Ａ 1 2 ○ ◎

Critical Writing Ｂ 1 2 ○ ◎

English Seminar Ⅰ 1 3 ○ ◎

English Seminar Ⅱ 1 3 ○ ◎

英語コミュニケーションⅠ 2 3 ○ ◎

英語コミュニケーションⅡ 2 3 ○ ◎

英語音声学 2 3 ○ ◎

ドイツ語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

ドイツ語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

ドイツ語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

ドイツ語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

ドイツ語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

ドイツ語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

フランス語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

フランス語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

フランス語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

フランス語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

フランス語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

フランス語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

スペイン語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

スペイン語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

スペイン語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

スペイン語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

スペイン語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

スペイン語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

中国語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

中国語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

中国語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

中国語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

中国語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

中国語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

韓国語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

韓国語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

韓国語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

韓国語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

韓国語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

韓国語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

タイ語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

タイ語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

タイ語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

タイ語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

タイ語演習Ⅰ 2 2 ○ ◎

タイ語演習Ⅱ 2 2 ○ ◎

日本語ＡⅠ 1 1 ○ ◎

日本語ＡⅡ 1 1 ○ ◎

日本語ＢⅠ 1 1 ○ ◎

日本語ＢⅡ 1 1 ○ ◎

日本語ＡⅢ 1 2 ○ ◎

日本語ＡⅣ 1 2 ○ ◎

日本語ＢⅢ 1 2 ○ ◎

日本語ＢⅣ 1 2 ○ ◎

外
国
語
科
目
群

韓
国
語

タ
イ
語

日
本
語

英
語

ド
イ
ツ
語

フ
ラ
ン
ス
語

ス
ペ
イ
ン
語

中
国
語

43



授業科目 単位数
履修開始

年次
（DP1） （DP2） （DP3） （DP4） （DP5） （DP6） （DP7） （DP8） （DP9） （DP10） （DP11）科目区分

アルゴリズム実習Ⅰ 1 3 ○ ◎ ○

アルゴリズム実習Ⅱ 1 3 ○ ◎ ○

専門情報リテラシー 2 1 ○ ◎ ○

ネットワーク技術Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

ネットワーク技術Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

ネットワーク技術Ⅲ 2 1 ○ ◎ ○

ネットワーク技術Ⅳ 2 3 ○ ◎ ○

プログラミング実習Ⅰ 1 1 ○ ◎ ○

プログラミング実習Ⅱ 1 1 ○ ◎ ○

ICT統計解析Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

ICT統計解析Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

ICTデータベースⅠ 2 1 ○ ◎ ○

ICTデータベースⅡ 2 1 ○ ◎ ○

ICTメディア編集Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

ICTメディア編集Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

ICTアプリ開発Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

ICTアプリ開発Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

ICTコンテンツデザインⅠ 2 1 ○ ◎ ○

ICTコンテンツデザインⅡ 2 1 ○ ◎ ○

ICT総合実践Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

ICT総合実践Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

日本語表現Ⅰ 2 1 ○ ◎ ○

日本語表現Ⅱ 2 1 ○ ◎ ○

演劇学 2 1 ○ ◎ ○

音楽論 2 1 ○ ◎ ○

クリエイティブ・コミュニケーション 2 1 ○ ◎ ○

美学・芸術学 2 1 ○ ◎ ○

身体コミュニケーションＡ 2 2 ○ ◎ ○

身体コミュニケーションＢ 2 2 ○ ◎ ○

メディア・アート 2 2 ○ ◎ ○

デジタルアートＡ 2 3 ○ ◎ ○

デジタルアートＢ 2 3 ○ ◎ ○

デジタルプレゼンテーション 2 3 ○ ◎ ○

非言語コミュニケーション 2 3 ○ ◎ ○

メディア教育論 2 3 ○ ◎ ○

科学リテラシー 2 1 ○ ◎ ○

数理リテラシー 2 1 ○ ◎ ○

統計学Ａ 2 1 ○ ◎ ○

統計学Ｂ 2 1 ○ ◎ ○

論理リテラシー 2 1 ○ ◎ ○

社会調査法Ａ 2 2 ○ ◎ ○

社会調査法Ｂ 2 2 ○ ◎ ○

質的調査分析法 2 3 ○ ◎ ○

社会調査実習 2 3 ○ ◎ ○

データ解析論Ⅰ 2 3 ○ ◎ ○

データ解析論Ⅱ 2 3 ○ ◎ ○

国際交流 2 1 ◎ ○ ◎

留学関係科目（語学・実習）Ａ 1 1 ◎ ○ ◎

留学関係科目（語学・実習）Ｂ 2 1 ◎ ○ ◎

留学関係科目（講義）Ａ 2 1 ◎ ○ ◎

留学関係科目（講義）Ｂ 3 1 ◎ ○ ◎

ウェルネスＡ 2 1 ◎

ウェルネスＢ 2 1 ◎

ウェルネス・スポーツＡ 1 2 ◎

ウェルネス・スポーツＢ 1 2 ◎

ウェルネス・スポーツＣ 1 3 ◎

ウェルネス・スポーツＤ 1 3 ◎

キャリアデザイン 2 1 ○ ○ ○ ◎

インターンシップ入門 2 2 ○ ○ ○ ◎

実践キャリア支援講座 2 3 ○ ○ ○ ◎

ICTベーシックⅠ 2 1 ○ ◎

ICTベーシックⅡ 2 1 ○ ◎

総合講座Ａ 2 1 ◎ ◎

総合講座Ｂ 2 1 ◎ ◎

総合講座Ｃ 2 1 ◎ ◎

総合講座Ｄ 2 1 ◎ ◎

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

日本語表現科目

ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
科
目

リ
サ
ー

チ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

ウェルネス科目群

キャリアデザイン科目群

情報リテラシー科目群

総合講座

海外留学科目群

研
究
方
法
・
表
現
実
践
科
目
群
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Ⅱ 2017年度から

2020年度入学者カリキュラム

・設置科目一覧表

・卒業・進級・卒業見込に必要な単位

・科目別注意事項
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 2017年度から2020年度入学者　設置科目一覧表

-

環境と社会 経営学 憲法 コミュニティ論

ジェンダー論 市民社会と法Ⅰ・Ⅱ 社会学Ａ・Ｂ 社会心理学Ａ・Ｂ

情報社会と経済 情報倫理 政治学 組織論

犯罪と法Ⅰ・Ⅱ 法学 マクロ経済学 ミクロ経済学

メディア・リテラシー

異文化コミュニケーション史 異文化理解 英語文学Ａ・Ｂ 外国文学

※2018年度以前入学者は「英米文学」

言語学 宗教学 小集団コミュニケーション 新興国事情

心理学Ａ・Ｂ 生命論Ａ・Ｂ 西洋史概論 地誌学

地理学 哲学 東洋史概論 日本史概論Ａ・Ｂ

日本文学 パブリック・スピーキング 比較文化（基礎）Ａ・Ｂ メディア批評

科学技術史 環境生物学 情報科学 情報検索論

人類学Ａ・Ｂ 地球環境科学 脳科学

NPO論 家族と法Ⅰ・Ⅱ 行政法と行政過程Ⅰ・Ⅱ 金融システム論Ⅰ・Ⅱ 現代型犯罪と刑法Ⅰ・Ⅱ 現代政治学Ⅰ・Ⅱ

公共政策Ａ・Ｂ コーポレート・ガバナンスⅠ・Ⅱ 国際開発協力論 国際関係論Ⅰ・Ⅱ 国際経済論Ⅰ・Ⅱ 財産と法Ⅰ・Ⅱ

ジェンダーと法Ⅰ・Ⅱ ジェンダー・マネジメントⅠ・Ⅱ 社会思想史 社会福祉学Ａ・Ｂ 少年犯罪と法 情報産業論

情報システム論 情報社会論Ａ・Ｂ 情報政策論Ⅰ・Ⅱ 情報法Ａ・Ｂ 人権政策 人権と憲法Ⅰ・Ⅱ

政策過程論 政治とメディア ソーシャルビジネス論 組織と情報 知的財産法Ⅰ・Ⅱ ビジネスと法Ａ・Ｂ

紛争解決システム論Ⅰ・Ⅱ 法と社会科学Ⅰ・Ⅱ マスコミュニケーション論Ａ・Ｂ メディアの歴史 メディア論

アート・マネジメント 英語の文化と歴史 映像表現論 音楽表現論 記号論 近・現代史Ⅰ・Ⅱ

経済思想史 言語態研究 言語表現論 広告論 ジェンダーと社会Ⅰ・Ⅱ ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ

社会文化史Ａ・Ｂ 情報社会と教育Ａ・Ｂ 情報社会と芸術 情報社会と出版 情報デザイン論 情報文化論

スポーツ・ジャーナリズム論 造形表現論 多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 地域文化論Ａ～Ｄ 地域文化論（英語圏）Ａ・Ｂ 日本文化論Ａ・Ｂ

比較文学・比較文化ＡⅠ・ＡⅡ 比較文学・比較文化BⅠ・ＢⅡ ユニバーサルデザイン 倫理学

意思決定論Ⅰ・Ⅱ 異文化間コミュニケーション 科学技術と人間 家族社会学Ⅰ・Ⅱ 環境政策Ⅰ・Ⅱ コミュニケーション思想史

自然地理学 消費行動の心理学 情報社会と安全Ａ・Ｂ 情報と経済行動 情報と職業 人口論

身体と意識 身体表現論 人文地理学 生命思想史Ⅰ・Ⅱ 組織コミュニケーションＡ・Ｂ 談話コミュニケーションⅠ・Ⅱ

都市情報論 人間性心理学 認知科学Ⅰ・Ⅱ ネットワーク社会論 パーソナリティ心理学 不確実性下の人間行動

不思議現象の心理学 法コミュニケーション リスク社会論

Critical Reading Critical Discussion

Critical Writing Ⅰ・Ⅱ

ドイツ語AⅠ・Ⅱ ドイツ語BⅠ・Ⅱ ドイツ語AⅢ・Ⅳ ドイツ語BⅢ・Ⅳ

フランス語AⅠ・Ⅱ フランス語BⅠ・Ⅱ フランス語AⅢ・Ⅳ フランス語BⅢ・Ⅳ

スペイン語AⅠ・Ⅱ スペイン語BⅠ・Ⅱ スペイン語AⅢ・Ⅳ スペイン語BⅢ・Ⅳ

中国語AⅠ・Ⅱ 中国語BⅠ・Ⅱ 中国語AⅢ・Ⅳ 中国語BⅢ・Ⅳ

韓国語AⅠ・Ⅱ 韓国語BⅠ・Ⅱ 韓国語AⅢ・Ⅳ 韓国語BⅢ・Ⅳ

タイ語AⅠ・Ⅱ タイ語BⅠ・Ⅱ タイ語AⅢ・Ⅳ タイ語BⅢ・Ⅳ

日本語AⅠ・Ⅱ 日本語BⅠ・Ⅱ 日本語AⅢ・Ⅳ 日本語BⅢ・Ⅳ

（情報リテラシー科目）

ICTアプリ開発Ⅰ・Ⅱ ICTコンテンツデザインⅠ・Ⅱ ICT総合実践Ⅰ・Ⅱ ICTデータベースⅠ・Ⅱ

ICT統計解析Ⅰ・Ⅱ ICTメディア編集Ⅰ・Ⅱ ネットワーク技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ

専門情報リテラシー

（日本語表現科目）

日本語表現Ⅰ・Ⅱ

（クリエイション科目）

演劇学 音楽論 身体コミュニケーションＡ・Ｂ メディア・アート デジタルアートⅠ・Ⅱ デジタルプレゼンテーション 非言語コミュニケーション

クリエイティブ・コミュニケーション 美学・芸術学 メディア教育論

（リサーチリテラシー科目）

科学リテラシー 数理リテラシー 社会調査実習 質的調査分析法 データ解析論Ⅰ・Ⅱ

統計学Ａ・Ｂ 論理リテラシー

-

ウェルネス科目群 -

キャリアデザイン科目群 -

情報リテラシー科目群 -

総合講座 -

国際教育プログラム科目 -

124総単位 ※ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語・タイ語の中から１か国語（ただし，外国人留学生については日本語）を選択

総合講座Ａ～Ｄ

海外留学科目群 国際交流　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（語学・実習）Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　留学関係科目（講義）Ｂ

そ
の
他

ウェルネスＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ ウェルネス・スポーツC・Ｄ

キャリアデザイン インターンシップ入門 実践キャリア支援講座 ※2023年度以前「インターンシップ」

ICTベーシックⅠ・Ⅱ

基幹科目（異文化理解）Ⅰ・Ⅱ　　　基幹科目（文化・歴史）Ⅰ・Ⅱ　　　基幹科目（法律・政治）Ⅰ・Ⅱ　　　基幹科目（経済）Ⅰ・Ⅱ　　※2023年度より廃止

研究方法・表現実践科目群 10

アルゴリズム実習Ⅰ・Ⅱ

ネットワーク技術Ⅳ

社会調査法Ａ・Ｂ

外国語科目群

6

English Skills AⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級） English Seminar Ⅰ・Ⅱ

English Skills BⅠ・Ⅱ（基礎　中級　上級） 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

Speech & Debate Ⅰ・Ⅱ 英語音声学

4※

問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ 問題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ

専
門
科
目
群

社会科学から
4単位

人文科学から
4単位

自然科学から
2単位

これらを含め
専門科目から

64単位

人文科学

自然科学

社会システム

文化と表象

人間と環境

学際科目群
入門

４単位
情報コミュニケーション学

ゼミナール科目群 基礎ゼミナール 問題発見テーマ演習Ａ・Ｂ

情報コミュニケーション学入門Ａ・Ｂ 

３年次 ４年次

科目名 科目名 科目名 科目名

各分野最低
必要単位

１年次 ２年次

社会科学
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内訳（要件等）

情報コミュニケーション学入門を２科目４単位修得し
なければならない。

社会科学 4

人文科学 4

自然科学 2

社会システム

文化と表象

人間と環境

英語（English Seminar Ⅰ・Ⅱ、英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ及び英語音声学は含めない。）を６単位
以上、ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・
韓国語・タイ語の中から１か国語（ただし、外国人留
学生については日本語）を選択し、４単位以上を修得
しなければならない。

10単位以上を修得しなければならない。

次から単位修得すること。
※　学部設置科目において最低修得単位数を超えた単
　　位数は自動的に「自由に選択できる科目」の修得
　　単位数となる。
※　学部設置科目外の卒業単位認定科目（下記参照）
　　について40単位まで認められる。
　　　１　学部間共通外国語科目
　　　２　他学部履修科目
　　　３　留学生共通日本語科目
　　　４　国際協力人材育成プログラム科目
　　　５　日本ASEAN相互理解プログラム科目
　　　６　グローバル人材育成プログラム科目
　（４・５・６について認められるのは16単位まで）
※　編入などの場合には40単位を超えて認定する場合
　　がある。
※　資格課程開講科目は卒業単位認定科目に含めるこ
　　とができない。

卒業・進級・卒業見込に必要な単位（2017年度から2020年度入学者用）

　情報コミュニケーション学部では、原則として４か年以上在学し、下表に示された単位を修得した者
に、学士（情報コミュニケーション学）の学位が授与される。

科目区分
最低修得
単位数

学際科目群
4

（必修）

専門科目群
社会科学から４単位、人文科学から４単位、自然科学
から２単位を含め、64単位以上を修得しなければなら
ない。
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外国語科目群 10

研究方法・表現実践科目群 10

【メディア授業科目の算入】
　メディア授業科目を履修し修得した単位は、卒業の要件として修得すべき単位数のうち60単位を超え
ないものとする。毎年度の授業計画により、授業の実施方法を変更することがあるため、メディア授業
科目の対象科目及び履修上の注意事項は必ず各年度の各シラバスを参照すること。

【卒業見込】
　４年次に在籍し、３年次終了時に卒業要件内単位のうち76単位以上修得している者は、卒業見込み者
として認定する（希望により、卒業見込証明書を発行する）。
【卒業のための付加条件】
　４年次においては、８単位以上修得しなければならない。

自由に選択できる科目 36

合計
124

（必修 4)

【進級条件】（２年次終了時に、次の条件を満たしていないと３年次に進級することができない。）
　２年次終了までに卒業要件内単位のうち40単位以上修得すること。
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科目別注意事項 

  

ゼミナール科目群 
科目名 

履修手続き等 

 

 ・各ゼミ担当教員の授業内容を十分に理解すること。 

 ・履修手続き・注意事項等や履修スケジュールをよく確認し間違いのないように申し込むこと。 

 ・履修が決定したゼミナール科目は履修変更できない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 基礎ゼミナール 

・基礎ゼミナールは通年４単位で行う。 

・履修登録時の単位数は春・秋学期にそれぞれ２単位ずつで計算する 

こと。 

・成績評価は秋学期終了後となる。 

・履修登録方法は１年生履修ガイダンス動画を確認すること。 

２ 
問題発見テーマ演習Ａ 

問題発見テーマ演習Ｂ 

・問題発見テーマ演習は半期開講科目とする。 

・WEB 履修登録（抽選Ⅰ）の期間に申込できるのは、Ａ・Ｂ各１コマの

み。多く申込んだ場合、問題発見テーマ演習Ａ・Ｂの申込が全て削除さ

れるため注意すること。 

・抽選Ⅰの登録で定員に満たなかったクラスについては、WEB履修登録（抽

選Ⅱ）以降の期間に追加登録を受け付ける。Ａ・Ｂとも各２コマまで履

修可能。 

・履修登録方法は２年生履修ガイダンス資料を確認すること。 

３ 

４ 

問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ 

問題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ 

・２年次の 11 月以降に入室試験を行う。 

 詳細については、６～７月に Oh-o!Meiji からお知らせを配信する。 

・入室決定者は、翌年４月に大学側で履修登録を行う。 

・原則として履修の取消しはできない。 

 

学際科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
情報コミュニケーション学入門Ａ 

情報コミュニケーション学入門Ｂ 

・毎回異なる教員により、オムニバス形式で授業を行う。 

・１年次の履修 

 ①大学側で履修登録を行う。 

 ②１年次春・秋学期にＡ・Ｂ各１コマずつ履修をする。 

・２～４年次の履修（再履修） 

 大学側で再履修科目の登録を行う。 

３ 情報コミュニケーション学 
・分野の異なる複数クラスを開講する。コーディネーターが異なれば、

重複して履修登録することができる。 

48



  

専門科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

市民社会と法Ⅰ 

市民社会と法Ⅱ 
・「市民社会と法Ⅱ」「犯罪と法Ⅱ」の履修には、それぞれのⅠを履修中 

または修得済であることが必要である。 

 Ⅰの単位を修得できなかった場合、Ⅱの履修は秋学期授業開始前に削除 

される。 
犯罪と法Ⅰ 

犯罪と法Ⅱ 

ジェンダー論 
・日本語で実施するクラスと英語で実施するクラスがある。 

 両方とも履修することが可能。 

英語文学Ａ 

英語文学Ｂ 

・2017・2018 年度入学者は「英語文学Ａ」または「英語文学Ｂ」のどち

らか一方のみを「英米文学」として履修することができる。 

３ 

家族と法Ⅰ・Ⅱ 

行政法と行政過程Ⅰ・Ⅱ 

金融システム論Ⅰ・Ⅱ 

現代型犯罪と刑法Ⅰ・Ⅱ 

現代政治学Ⅰ・Ⅱ 

コーポレート・ガバナンスⅠ・Ⅱ 

国際関係論Ⅰ・Ⅱ 

国際経済論Ⅰ・Ⅱ 

財産と法Ⅰ・Ⅱ 

ジェンダーと法Ⅰ・Ⅱ 

ジェンダー・マネジメントⅠ・Ⅱ 

情報政策論Ⅰ・Ⅱ 

人権と憲法Ⅰ・Ⅱ 

知的財産法Ⅰ・Ⅱ 

紛争解決システム論Ⅰ・Ⅱ 

法と社会科学Ⅰ・Ⅱ 

近・現代史Ⅰ・Ⅱ 

ジェンダーと社会Ⅰ・Ⅱ 

ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ 

多文化と相互理解Ⅰ・Ⅱ 

比較文学・比較文化ＡⅠ・ＡⅡ 

比較文学・比較文化ＢⅠ・ＢⅡ 

意思決定論Ⅰ・Ⅱ 

家族社会学Ⅰ・Ⅱ 

環境政策Ⅰ・Ⅱ 

生命思想史Ⅰ・Ⅱ 

談話コミュニケーションⅠ・Ⅱ 

認知科学Ⅰ・Ⅱ 

・Ⅱの履修には、それぞれⅠの履修または修得が必要である。 

 Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修

を大学側で削除する。 

映像表現論（映像制作） 

映像表現論（編集スキル） 

・「映像表現論（映像制作）、（編集スキル）」については履修申込にあ

たり、事前課題を設ける。 

 Oh-o!Meiji のアンケートにて申込をすること。 
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外国語科目群 

 ・履修クラスを指定する科目について 

  ①大学側で履修登録を行う。 

  ②原則、他のクラスへの変更はできない。 

 ・外国語は半期１単位で開講される。（英語コミュニケーションⅠ･Ⅱ、英語音声学は１コマ２単位） 

英語 

 ・英語科目は段階履修ではない。(英語コミュニケーションⅠ・Ⅱを除く) 

 ・ English Skills について 

  ①「Ａ」は会話・コミュニケーションを中心とし、「Ｂ」は講読・文法を中心とする。 

  ②「Ａ」「Ｂ」は同時並行で履修する。 ただし、いずれかが未修得となった場合はこの限りではない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
English Skills ＡⅠ・ＡⅡ 

English Skills ＢⅠ・ＢⅡ 

＜１～２年生の履修について＞ 

 ・履修希望者は、Oh-o!Meiji から再履修登録についてのお知らせを確

認し、所定の期間に手続きをとること。 

＜３～４年生の履修について＞ 

【和泉開講科目】 

 ・和泉開講科目の履修希望者は、所定の期間に情報コミュニケーショ

ン学部事務室（駿河台）で手続きをとること。 

【駿河台開講科目（再履修用コマ）】 

 ・WEB 履修登録（抽選）の際は、Oh-o!Meiji から履修の必要な科目名

をひとつ選び申請すること。 

２ 
Critical Reading 

Critical Discussion 

＜２年生の履修について＞ 

・履修クラスを指定する。 

 TOEIC（秋学期実施）のスコアにより、達成度別（中級・上級）にク

ラス編成を行う。 

・Critical Reading / Critical Discussion の各１クラスを SPICE 

対象クラスとする。 

・Critical Reading と Critical Discussion は春・秋学期に分けて履

修する。 

【例】春学期：Critical Reading－秋学期：Critical Discussion 

   春学期：Critical Discussion－秋学期：Critical Reading 

 ＜３～４年生の履修について＞ 

【和泉開講科目】 

・和泉開講科目の履修希望者は、所定の期間に情報コミュニケーション

学部事務室（駿河台）で手続きをとること。 

【駿河台開講科目（再履修用コマ）】 

・WEB 履修登録（抽選）の際は、Oh-o!Meiji から履修の必要な科目をひ

とつ選び申請すること。 

１ 
Speech & Debate Ⅰ 

Speech & Debate Ⅱ 

・１クラス 20名程度の少人数で会話中心の授業を行う。毎回予習・復習

など綿密な学習を必要とする授業の中で、英語能力のレベルアップを

目指す。 

・英語でコミュニケーションしたい学生、留学を考えている学生は積極

的に履修することを奨める。 

・配付されている時間割は、2021 年度以降入学者用のカリキュラム名

で表記されている。「カリキュラム別の科目読み替え表」（P.21～

22）のとおり、自分のカリキュラムに読み替えて履修登録をするこ

と。 
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２ 
Critical Writing Ⅰ 

Critical Writing Ⅱ 

・１クラス 20 名程度の少人数でパラグラフライティングから始まり、

トピックセンテンスの書き方、アイディアの発展から結論までの書き

方を学ぶ。 

 基礎をしっかり身につけ、エッセイライティングにも挑戦する。 

 文献の探し方や引用方法についてもあわせて学んでいく。 

・Critical Writing Ⅰ・Ⅱの各１クラスをSPICE対象クラスとする。

SPICEクラスの履修登録は大学側で行う。 

３ 
英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

・この科目は SPICE プログラム履修者専用のクラスと、通常のクラスの

２クラスが開講される。いずれか１つのみ履修できる。 

・Ⅱの履修には、それぞれⅠの履修または修得が必要である。 

  Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修

を大学側で削除する。 

【SPICE 専用クラスについて】 

 ・SPICE プログラム履修者専用の科目は、WEB履修では登録できない。 

 ・特に辞退の申し出がない場合、継続するものとして大学側で履修登

録を行う。 

 

ドイツ語 ･ フランス語 ･ スペイン語 ･ 中国語 ･ 韓国語 ･ タイ語 

 ・母国語を選択することはできない。 

 ・外国人留学生は、選択する１言語を日本語とする。 

 ・段階履修について 

   各言語ⅠからⅡまで段階履修とする。 

    前グレードの単位を修得できなかった場合、履修予定の科目は授業開始前に削除される。 

   【例】春学期：フランス語ＡⅠ未修得 → 秋学期：フランス語ＡⅡ削除 

 ・ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語、タイ語について 

  ①「Ａ」は会話・コミュニケーションを中心とし、「Ｂ」は講読・文法を中心とする。 

  ②「Ａ」「Ｂ」は同時並行で履修する。 ただし、いずれかが未修得となった場合はこの限りではない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

ドイツ語 ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

フランス語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

スペイン語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

中国語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

韓国語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

タイ語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

・履修クラスを指定する。 

 入学手続時の履修希望（第１～第３希望）によりクラス編成を行う。 

＜３～４年生の履修について＞ 

 ・所定の期間に情報コミュニケーション学部事務室（駿河台）で説明  

を受けて、手続きをとること。 

２ 

ドイツ語演習Ⅰ･Ⅱ 

フランス語演習Ⅰ･Ⅱ 

スペイン語演習Ⅰ･Ⅱ 

中国語演習Ⅰ･Ⅱ 

韓国語演習Ⅰ･Ⅱ 

タイ語演習Ⅰ･Ⅱ 

・２年次の各語学演習の履修希望者は、１年次に同語学必修を履修して

いない場合、当該語学１年次必修修了と同等の語学力を有することが

望ましい。語学力の目安は以下のとおり。 

 【ドイツ語】ドイツ語検定（独検）４級程度 

 【フランス語】フランス語検定（仏検）４級程度 

 【スペイン語】DELE スペイン語検定（インスティトゥト・セルバンテ

ス）Ａ２またはスペイン語検定（日本スペイン協会）

４級程度 

 【中国語】中国語検定４級程度 

 【韓国語】ハングル検定４級程度 

 【タイ語】実用タイ語検定５級程度 

・修得した単位は、「自由に選択できる科目」の単位数に算入される。 

 

 日本語（外国人留学生のみ） 

 留学生共通日本語「日本語（上級）シラバス」（WEB）を参照すること。 

https://www.meiji.ac.jp/cip/japaneseedu/jmenu_pf.html 

 ・外国人留学生は、選択する１言語を日本語とする。 

 ・履修クラスを指定する（全学部共通クラス）。 

 ・日本語は段階履修としない。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
日本語ＡⅠ･ＡⅡ 読解 

日本語ＢⅠ･ＢⅡ 作文 

２ 
日本語ＡⅢ･ＡⅣ 速読 

日本語ＢⅢ･ＢⅣ 精読 
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  再履修 

再履修科目の登録方法については、各期間の成績公開後、別途案内する。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１・２ 英語科目 
・再履修科目を設置しない。 

 段階履修ではないため、春学期履修科目が未修得の場合も秋学期科目 

を履修する。 

１ 

ドイツ語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

フランス語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

スペイン語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

中国語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

韓国語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

タイ語ＡⅠ･ＡⅡ、ＢⅠ･ＢⅡ 

・再履修科目を設置しない。 

・１年次春学期にⅠを未修得の場合、２年次春学期に再度履修す

る。 

１ 日本語ＡⅠ・ＡⅡ、ＢⅠ・ＢⅡ 
・再履修科目を設置しない。 
・１年次春学期にⅠを未修得の場合も、１年次秋学期にⅡを続けて履修する。 

・１年次春学期で未修得となったⅠの科目は、２年次春学期に再度履修する。 

 

研究方法・表現実践科目群 

 情報リテラシー科目 
『情報関係科目 実力確認テスト』（WEB）を受験し、診断結果を確認のうえ情報リテラシー科目選択の参考にす

ること。詳細は、「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照すること。 

https://www.meiji.ac.jp/edu-info/about_ict.html 

 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

ネットワーク技術Ⅰ 

ネットワーク技術Ⅱ 

ネットワーク技術Ⅲ 

・初歩的なコンピュータ操作技能をもった者を対象とする。 

 パソコンの操作に不慣れな者は、ＩＣＴ科目・各種講習会などでスキ

ルアップしたのち履修することが望ましい。 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅣまで段階履修とする。 

 ②ⅡからⅣの履修は前グレードの修得が条件となる。 

 ③前グレードの単位を修得できなかった場合、履修予定の科目は授業

開始前に削除される。 

  【例】 春学期：ネットワーク技術Ⅱ未修得 

     →秋学期：ネットワーク技術Ⅲ削除 

  【注】ネットワーク技術Ⅱ（春学期開講）の履修はⅠの修得が条件

のため、１年次に履修することができない。 

・セット履修について 

 ①Ⅱ･Ⅲはセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅡのみ申込むこと。 

  Ⅱの履修が確定した場合、Ⅲの登録は大学側で行う。 

・ネットワーク技術士資格を目指す者は、１年次に「ネットワーク技術

Ⅰ」を履修すること。 

３ ネットワーク技術Ⅳ 

１ 
プログラミング実習Ⅰ 

プログラミング実習Ⅱ 

・半期１単位で授業を行う。 

・セット履修について 

 ①Ⅰ・Ⅱをセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅠのみ申込むこと。 

・Ⅰの履修が確定した場合、Ⅱの登録は大学側で行う。 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅡを段階履修とする。 

 ②Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 ③Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履

修は削除される。 

・アルゴリズム実習の履修は、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱの修得が

条件となる。 

３ 
アルゴリズム実習Ⅰ 

アルゴリズム実習Ⅱ 

・アルゴリズム実習の履修は、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱの修得が

条件となる。 

・Ⅱの履修には、それぞれⅠの履修または修得が必要である。 

  Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修

を大学側で削除する。 
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１ 専門情報リテラシー 
・ＩＣＴベーシック修了程度のレベルを必要とする。 

・（ ）内のテーマが異なる科目は複数履修することができる。 

１ ＩＣＴ科目 

「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

（前頁の URL もしくは QR コードから閲覧可能。） 

・「ＩＣＴベーシック」は、研究方法・表現実践科目に含まれない。 

 修得した単位は「自由に選択できる科目」に含まれる。 

＜ＩＣＴとは…＞ 

ＩＣＴ（Information and Communication Technology）とは「情報通

信技術」のことで、情報や通信に関する技術の総称です。情報関係科

目では時代に即したＩＣＴ活用能力の習得と、学部の専門科目にお 

いてＩＣＴスキルの活用ができる能力を養うことができます。 

情報関係科目 実力確認テスト』診断基準 

 

得 点 推奨科目 

60～85 点 プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴベーシックⅠ・Ⅱ（※） 

90～120 点 

専門情報リテラシー、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ統計解析Ⅰ・Ⅱ、  

ＩＣＴデータベースⅠ・Ⅱ、ＩＣＴメディア編集Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴアプリ開発Ⅰ・Ⅱ、 

ＩＣＴコンテンツデザインⅠ・Ⅱ 

125～135 点 

専門情報リテラシー、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ統計解析Ⅰ・Ⅱ、 

ＩＣＴデータベースⅠ・Ⅱ、ＩＣＴメディア編集Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴアプリ開発Ⅰ・Ⅱ、 

ＩＣＴコンテンツデザインⅠ・Ⅱ 

140 点以上 専門情報リテラシー、プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ、ＩＣＴ総合実践Ⅰ・Ⅱ 

※「ＩＣＴベーシックⅠ・Ⅱ」は、「研究方法・表現実践科目群」に含まれない。 

 

情報リテラシー科目群の段階履修一覧 

 

科目名 前提科目 条件 備考 

ＩＣＴ科目Ⅱ 
ＩＣＴ科目Ⅰ 

 
単位修得  

ネットワーク技術Ⅱ～Ⅳ ネットワーク技術Ⅰ～Ⅲ 単位修得 ネットワーク技術士 

プログラミング実習Ⅱ プログラミング実習Ⅰ 単位修得  
アルゴリズム実習Ⅰ プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ 単位修得  
アルゴリズム実習Ⅱ アルゴリズム実習Ⅰ 単位修得  
 

情報リテラシー科目群の関連資格一覧 

 

科目名 資格 備考 

情報リテラシー科目群全般 ＩＴパスポート  
ネットワーク技術Ⅰ～Ⅳ ＣＣＮＡ（Cisco Certified Network Associate） ネットワーク技術士 

上記科目を修了すると、各資格を取得するレベルの実力が付くことになる。 

※資格取得は、科目の修得のみでは得られません。 

 日本語表現科目 

 この科目は、日本語の適切な活用を可能にするための演習科目です。 

 大学生が社会に出る際も、認識や思考や感受性の定着を的確に行うため、日本語の使用能力の向上は欠かせませ

ん。 

 改めて日本語を学ぶことで、新しい発見や自信が身につく授業です。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
日本語表現Ⅰ 

日本語表現Ⅱ 

・セット履修について 

 ①Ⅰ・Ⅱをセットで履修する。 

 ②WEB 履修登録の際はⅠのみ申込むこと。 

  履修が確定した場合、Ⅱの登録は大学側で行う。 

・段階履修について 

 ①ⅠからⅡを段階履修とする。 

 ②Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 ③Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履

修を大学側で削除する。 
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クリエイション科目 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
クリエイティブ・ 

コミュニケーション 

・WEB 履修登録（抽選Ⅰ）の期間に申込できるのは、通年で１コマの

み。多く申し込んだ場合、クリエイティブ・コミュニケーションの申

込が全て削除されるため注意すること。 

・抽選Ⅰの登録で定員に満たなかったクラスについては、WEB 履修登録

（抽選Ⅱ）以降の期間に追加登録を受け付ける。（ ）内のテーマが

異なる科目であれば複数履修可能。 

２ 
身体コミュニケーションＡ 

身体コミュニケーションＢ 

・和泉キャンパス開講の身体コミュニケーションＡ、身体コミュニケー

ションＢは、同一年度ではどちらか一方しか履修することができな

い。 

・Ａ・Ｂいずれも WEB 履修登録（抽選Ⅰ）の期間に申込むこと。ただ

し、Ａ・Ｂの両方を申込んだ場合には両方とも履修が削除されるた

め、注意すること。 

３ 

デジタルアートⅠ 

デジタルアートⅡ 

・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

 担当教員により授業内容が異なるため、授業概要をよく確認すること。 

 また、Ⅰ・Ⅱは同一教員の授業を履修すること。 

・Ⅱの履修には、それぞれのⅠを履修中または修得済であることが

必要である。 

  Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修

を大学側で削除する。 

デジタルプレゼンテーション ・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

メディア教育論 
・複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

・担当教員により授業内容が異なるため、授業概要をよく確認すること。 

リサーチリテラシー科目 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
統計学Ａ 

統計学Ｂ ・社会調査士の資格取得に必要な科目である。 

・社会調査士の資格取得に関する詳細は、P.63 を参照すること。 
２ 

社会調査法Ａ 

社会調査法Ｂ 

３ 社会調査実習 

・春学期第 1週目の授業にて履修者を決定する。履修希望者は必ず出席す

ること。 

・定員を超過した場合は、社会調査士の資格関連科目の GP順に選抜する。 

・この科目は、複数クラス開講するが、いずれか１つのみ履修できる。 

・履修登録時の単位数は春・秋学期にそれぞれ１単位ずつで計算する。 

 

海外留学科目群 

 「国際交流」は（ ）内のテーマが異なり、日程上支障がない場合、複数回履修することができる。 

 ※「世界のキャンパスから」を除く。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 

世界のキャンパスから 

メディア 

タイ 

イギリス 

 

 

 

 

国際交流 

・WEB 履修登録期間（本登録）に履修登録を行う。 

・世界各地の研究者によるオムニバス授業となる。 

・履修上限単位数（半期 24 単位）に含む。 

・「国際交流」は（ ）内のテーマが異なり、日程上支障がない場合は

複数回履修することができる。 

・履修が認められ、手続を行った者について、大学側が履修登録を行う。 

・履修上限単位数（半期 24単位）を超えて履修することができる。 

－ 留学関係科目 

・協定留学及び認定留学をした学生が留学先大学で修得した単位を認定

する際の科目である。 

・留学希望者は学部事務室にて詳細を確認すること。 
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ウェルネス科目群 
履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 
ウェルネスＡ 

ウェルネスＢ 

・授業内容は使用施設によって異なるため、授業概要をよく確認する 

 こと。 

・ウェルネスＡは実技が中心、ウェルネスＢは講義が中心となる。 

・受講にあたっては、当該年度の健康診断を必ず受診すること。 

・ウェルネスＡは、和泉・駿河台キャンパスの両方で開講する。 

・体育施設利用には室内シューズが必要となる。 

ウェルネス・スポーツＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

 ・１コマ１単位の実習授業である。 

 ・他学部との乗り入れ科目となるため、他学部設置科目も申込むことができる。 

 ・科目名は、次のとおり。 

  ウェルネス・スポーツＡ：春学期（和泉）、学外集中（夏季） 

  ウェルネス・スポーツＢ：秋学期（和泉）、学外集中（冬季） 

  ウェルネス・スポーツＣ：春学期（駿河台）、学外集中（夏季） 

  ウェルネス・スポーツＤ：秋学期（駿河台）、学外集中（冬季） 

 

 【注】 

  ・春学期開講科目と学外集中（夏季）科目、秋学期開講科目と学外集中（冬季）科目はそれぞれ同じ科目のた

め、履修できるのはどちらか一方のみ。 

  ・受講にあたっては、当該年度の健康診断を必ず受診すること。 

  ・学外集中（冬季）科目を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単位として算入されない。ま

た、４年次に履修した場合、単位は認定されないため注意すること。 

  ・９月卒業対象者が学外集中（夏季）科目を履修した場合、卒業条件の単位として算入されない。 

２ 
ウェルネス・スポーツＡ 

ウェルネス・スポーツＢ 

 

「選択体育実技パンフレット（和泉キャンパス）」（WEB）を参照する

こと。 

＜選択体育実技パンフレット（和泉キャンパス）の掲載場所＞ 

  https://www.meiji.ac.jp/koho/syllabus/index.html 
  

 

※上記ページの「学部共通科目」の「選択体育実技（和泉キャンパ 

ス）」を確認すること。 

３ 
ウェルネス・スポーツＣ 

ウェルネス・スポーツＤ 

① 履修を希望する場合、春学期の第１週目の授業で履修者を決定す

る。 

 次頁の「選択体育実技一覧（駿河台キャンパス）」を参照のうえ、必

ず出席すること。 

②秋学期の履修を希望する場合も、春学期の同一曜日・時限の第１週目

の授業で履修者を決定するため、必ず出席すること。 

 ※授業内容は、科目主催学部のシラバスで確認すること。 
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キャリアデザイン科目群 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ キャリアデザイン 

・春・秋学期に各１コマ開講する。 

・ゲスト講師によるオムニバス形式で授業を行う。 

・自らのキャリアをデザインしていくための糸口をみつけることを目標

としているため、１年次に受講することが望ましい。 

２ インターンシップ入門 

・春・秋学期に各１コマ開講する。 

・この科目は、グループワークなどを行い、ゲスト講師を招く講義もあ

る。 

・「インターンシップ」の履修は、「インターンップ入門」の修得が条

件となる。 

３ 
実践キャリア支援講座 

※旧「インターンシップ」 

・履修希望者は必ず期限内に申し込みすること。 

・授業前後で活動が発生する可能性があることに留意すること。 

 

情報リテラシー科目群 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ ＩＣＴベーシックⅠ 

ＩＣＴベーシックⅡ 

「情報関係科目シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu-info/about_ict.html 

 

・ＩＣＴベーシックは、研究方法・表現実践科目に含まれない。 

・ＩＣＴ科目は段階履修のため、Ⅱの履修はⅠの修得が条件となる。 

 Ⅰの単位を修得できなかった場合、秋学期授業開始前にⅡの履修は削

除される。 

 

総合講座 

学部や文理の枠を越えた学際的な授業により、学問的視野を広げ、問題発見能力や判断力を養う。 

各分野で活躍するゲスト講師により、最先端のニュース等をテーマに取り上げている。 

履修開

始年次 
科目名 履修手続き・注意事項等 

１ 総合講座Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

「全学共通総合講座シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu/zengaku/index.html 

・和泉キャンパス開講科目は、他の科目と履修日程が異なる 

 ため、特に注意すること。 

・科目名は、開講期・開講キャンパスによって次のとおり。 

 総合講座Ａ：【春学期】和泉・生田・黒川農場・中野 

 総合講座Ｂ：【秋学期】和泉・生田・黒川農場・中野 

 総合講座Ｃ：【春学期】駿河台 

 総合講座Ｄ：【秋学期】駿河台 

・在学期間を通じて、総合講座Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄを各２科目（４単位）計 

16 単位まで履修することができる。修得した単位は、「自由に選択で

きる科目」として卒業単位に含まれる。 

・同じ科目名で複数キャンパスにて開講している場合があるため、履修

登録の際は注意すること。 
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学部設置外科目の卒業単位認定科目 

合計 40 単位を上限とし、「自由に選択できる科目」として卒業単位に認定する。 

科目名 履修手続き・注意事項等 

学部間共通外国語（ＭＬＰ）           

「学部間共通外国語シラバス」（WEB）を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/edu/foreign/jikan/syllabus.html 

 

 

・多面的な外国語能力を向上させるため、主にネイティヴ 

 スピーカーの教員が担当する「会話」を中心とした科目や、学部では

設置されていない外国語科目が設置されている。 

・他の科目と異なるルールがあるため注意すること。 

・修得した単位は、「自由に選択できる科目」として卒業単位に含まれ

る。 

・情コミ学部「外国語科目群」の科目として振替えることはできない。 

・夏期集中講座、春期集中講座は、半期 24 単位の履修上限を超えて履

修することができる。 

・夏期集中講座を４年次に履修したもので、９月卒業を希望する場合、

単位は認定されないため注意すること。                                           

・春期集中講座を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単

位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位は認定さ

れないため注意すること。 

 

 

グローバル人材育成プログラム 

大学 HP を参照し履修手続を行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/cip/preparation/globalcareer.html 

 

＜2020 年度入学者＞ 

・「グローバル人材育成プログラム」で修得した単位は、 

 合計 16 単位まで「自由に選択できる科目」として卒業 

 単位に含まれる。夏期集中講座を４年次に履修したもので、９月卒業

を希望する場合、単位は認定されないため注意すること。 

・春期集中講座を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単

位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位は認定さ

れないため注意すること。 

・「グローバル人材育成プログラム」において長期休業期間中に海外留

学を実施する科目は、履修上限単位数（半期 24単位）を超えて履修す

ることができる。 

＜2017～2019 年度入学者＞ 

・「グローバル人材育成プログラム」「日本ＡＳＥＡＮ相互理解プログ

ラム」「国際協力人材育成プログラム」で修得した単位は、合計 16単

位まで「自由に選択できる科目」として卒業単位に含まれる。夏期集

中講座を４年次に履修したもので、９月卒業を希望する場合、単位は

認定されないため注意すること。 

・春期集中講座を２年次に履修した場合、修得した単位は進級条件の単

位として算入されない。また、４年次に履修した場合、単位は認定さ

れないため注意すること。 

・「グローバル人材育成プログラム」及び「日本ＡＳＥＡＮ相互理解プ

ログラム」において休業期間中に海外留学を実施する科目は、履修上

限単位数（半期 24 単位）を超えて履修することができる。 

 

日本ＡＳＥＡＮ相互理解プログラム 

＜2017～2019 年度入学者のみ＞ 

国際協力人材育成プログラム 

＜2017～2019 年度入学者のみ＞ 

他学部履修科目 

・「本登録期間」に履修登録を行う。 

・設置学部が履修を許可した科目について、履修することができる。履

修の可否・授業内容・時間割については別途案内する。 
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留学生共通日本語 

・日本語・留学生共通日本語「日本語（上級）シラバス」（WEB）を参

照し、履修手続きを行うこと。 

https://www.meiji.ac.jp/cip/japaneseedu/jmenu_exchange.html 

 

 

・受講希望科目の第１回目の授業に必ず出席すること。 
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Ⅳ 社会調査士および CCNA 資格について 
 

＜社会調査士について＞ 

（１）社会調査士の特徴 

  この資格は、社会調査を実施できる知識と技能を有していることを証明するものです。社会

調査には、マーケティング調査、地域における意識調査などさまざまな種類があります。いず

れも社会科学的な手法に従って多様な社会現象を解析し、諸現象の因果関係などを明確に提示

するのに有効な手段となっています。社会調査によるデータ分析があればこそ、行政や企業は

有効な施策や戦略を立案できるのです。現代社会において重要な役割を果たす社会調査の技能

を証明するこの資格は、社会貢献やビジネス参加への意欲とともに活用すれば、就職活動にも

効果的にアピールできるでしょう。2024年４月時点において、明治大学では情報コミュニケー

ション学部のみが科目認定を受けています。 

さらに、大学院情報コミュニケーション研究科へ進学すると、「専門社会調査士」の資格を

取得可能なカリキュラムも用意されています。 

（２） 資格の取得に必要な科目 

 情報コミュニケーション学部設置科目のなかから、社会調査協会に認定された以下の科目を

修得して卒業すると、試験を受けることなく社会調査士の資格を得る条件を満たします。 

◆社会調査士の資格所得に必要な科目（ＥとＦはどちらか一方を選択必修） 

※「専門情報リテラシー」、「データ解析論Ⅰ・Ⅱ」、「社会調査実習」は受講者数の制限があ

ります。 

（３） 資格の申請方法 

  大学を通じて社会調査協会に申請することによって以下のとおり資格を取得することができ

ます（別途、社会調査協会への認定審査手数料が必要です）。 

①社会調査士の取得見込み資格の申請（３年次の６月・１０月ごろ） 

在学中、希望者は「大学の在籍期間が１年以上、かつ３科目修得済み・さらに２科目以上

の履修登録済みであること。」の条件を満たした場合、社会調査士資格を取得見込みである

ことを証明する「社会調査士（キャンディデイト）」の資格が申請により取得可能です。 

②社会調査士の本資格の申請（４年次の１月ごろ） 

学部を卒業する際に、本資格の申請を行うことで社会調査士の資格が授与されます。 

参考ホームページ：http://jasr.or.jp/（一般社団法人社会調査協会） 

区分 科目名 
履修開始
年次 内容 

Ａ 社会調査法Ａ ２年 社会調査の基本的事項に関する科目 

Ｂ 社会調査法Ｂ ２年 調査設計と実施方法に関する科目 

Ｃ 
統計学Ａ 

or 
専門情報リテラシー（社会統計） 

１年 基本的な資料とデータの分析に関する科目 

Ｄ 
統計学 B 

or 
専門情報リテラシー（心理統計） 

１年 社会調査に必要な統計学に関する科目 

Ｅ データ解析論Ⅰ・Ⅱ 
（Ⅰ・Ⅱいずれも同年度に要修得） 

３年 量的データ解析の方法に関する科目 

Ｆ 質的調査分析法 ３年 質的な調査と分析の方法に関する科目 

Ｇ 社会調査実習 ３年 社会調査を実際に経験し学習する科目 
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＜CCNA(Cisco Certified Network Associate)資格について＞ 

 

 (１) 資格の特徴 

  この資格は、ネットワーク関連製品の最大手であるシスコシステムズ社が認定する資格の一

つで、中小規模のネットワークの構築、管理、運営のために必要な知識を十分に持っているこ

とを証明するものです。CCNA資格の取得はインターネット社会への理解を深めるのに役立つの

はもちろん、 就職にも有利となるでしょう。とりわけネットワーク技術者を目指す人にとって

は、CCDA、 CCNP、CCIE といって上級資格を取得するための第一歩になります。 

 

(２) 資格の取得方法 

  シスコ技術認定試験を受験し合格することで取得が可能です。情報コミュニケーション学部

では、 CCNA 資格の取得のための授業として「ネットワーク技術Ⅰ～Ⅳ」が用意されています。

CCNA 資格の取得に必要な知識はこれらの授業の中にすべて盛り込まれていますので、順を追っ

てしっかりと学習していけば、ネットワーク技術Ⅳを履修し終える頃には資格を手にする力が

付いていることでしょう。授業には、動画や音声を活用したウェブ教材が用意されていて自分

のペースで学習を進めることができるようになっています。また実際のネットワーク機器を使

ってネットワークを構築する実習も取り入れられており、ネットワーク技術者としての基本的

かつ実践的な知識を身に付けることができます。 

 

・関連サイト：シスコ技術者認定について 

 https://www.cisco.com/c/ja_jp/training-events/training-certifications/certifications.html 
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Ｖ 明治大学教務システムについて（１〜４年共通） 

 
明治大学教務システムマニュアル 

 

１. WEB 履修登録について 

 WEB 履修登録は Oh-o! Meiji システムとは別の＜明治大学教務システム＞で行います。 

  

操作方法は以下のページからご確認ください。 

 WEB 履修登録操作手順（大学 HP） 

  （https://www.meiji.ac.jp/koho/edu/mkmht000001mc9ke.html） 

 

２．サポート体制について 

 ・施設利用時間等利用に関する詳細は、各キャンパスのメディア支援事務室で確認して

ください。 

 ・学内のパソコン設置教室等の施設では、履修内容に関する質問は一切受け付けられま

せん。質問がある場合は、情報コミュニケーション学部事務室に来室してください。 

キャンパス 場    所 

和 泉 ■和泉メディア棟２階 メディア自習室 

駿河台 
■リバティタワー 中央図書館１階 

■１２号館８階   メディア自習室１ 

 

３．WEB 履修システム全体に不具合が生じた場合について 

 ・WEB 履修申請において、履修できるはずの科目が登録できない場合や動作に不具合が

生じた場合は、速やかに情報コミュニケーション学部事務室へご連絡ください。 

 ・WEB 履修登録システム全体に不具合が生じ、登録不能となった場合には、Oh-o!Meiji

お知らせ機能にて周知しますので、こまめに確認して下さい。 

 

４．明治大学教務システム 履修登録以外の機能について 

 明治大学教務システムでは以下の機能もあります。 

 • 時間割の確認  • 成績の確認 • 健康診断情報の確認 

詳細は以下からご確認ください。 

 明治大学教務システム（大学 HP） 

  （https://www.meiji.ac.jp/koho/edu/mkmht000001mdtsa.html） 
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WEB 履修に関するＦＡＱ 
 

Ｑ１：パスワードを忘れてしまいました。 

Ａ１：ログインには、MeijiID（Oh-o!Meiji と同一）が必要です。忘れてしまった場合

は速やかに情報コミュニケーション学部事務室に連絡し、再発行の手続きをして

ください。 

Ｑ２：パスワードを何度入力してもログインできません。 

Ａ２：学生番号及びパスワードは、すべて半角で入力していますか？何度試してもパ

スワードが分からない場合は学生証を持参して学部事務室までお越しください。 

 Ｑ３：時間割表にのっている科目を登録しようとしたのですが、画面上に表示されま

せん。 

Ａ３：所属学部、学年、カリキュラムによって履修できる科目が異なります。履修でき

ない科目は表示されません。その科目が本当に履修できる科目なのかもう一度確

認してください。履修できるはずの科目が表示されない場合は、学部事務室まで

申し出てください。 

Ｑ４：登録したはずの科目が登録されていません。 

Ａ４：科目を選択後、「講義選択」ボタンは押しましたか？また、全ての科目を登録後、

ページ下部の「登録内容確認」を押したうえで、「登録実行」押しましたか？これ

らの全てのボタンを押さないと科目は登録されません。 

Ｑ５：削除したはずの科目が消えていません。 

Ａ５：Ｑ４と同様に「登録実行」まで対応したかご確認ください。 

 Ｑ６：集中講義を履修したい場合はどうすればいいですか？  

Ａ６：履修登録画面右下の「集中講義選択」から選択してください。  

Ｑ７：「全学共通総合講座」の登録方法が分かりません。 

Ａ７：講義検索画面で、学部を「自学部」、曜日、時限を選択すると科目が表示されま

す。 

Ｑ８：他学部科目を履修したい場合はどうすればいいですか？  

Ａ９：履修登録期間中（本登録）に明治大学教務システムから登録します。他学部科

目の登録は、講義検索ボタンから行います。学部を絞って検索したい場合は、

詳細条件の主催区分から検索したい学部を表示させてください。履修登録期間

中に WEB 履修登録画面に表示される科目が受講できる科目です（履修登録期間

中にのみ表示されます）。一部の学部では、他学部生が受講できる（できな

い）科目リストを公開しています。 

Ｑ９：履修申請する期間は、春学期と秋学期の両期間ですか？  

Ａ９：そのとおりです。必ず、秋学期分も忘れずに申請してください。 

Ｑ10：ログインできない時間はありますか？ 

Ａ10：あります。一部時間帯は保守点検作業のため、ログインできません。時間に余裕

を持って登録してください。 

Ｑ11：履修登録期間終了後に、時間割を変更することはできますか？  

Ａ11：履修修正期間を設けていますので、期間内に 明治大学教務システムにて行って

ください。履修修正期間では、一部履修修正（追加・削除）できない科目があり

ます。必ず事前に修正できる科目を本シラバスで確認をしてください。なお、履

修修正期間終了後は、学生の都合による履修修正には応じかねますので、必ず

期間内に手続をしてください。 
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 Ｑ12：履修登録時のエラーメッセージについて、具体的には何が原因で表示されるの

ですか？ 

Ａ12：何らかの理由で履修登録ができない場合は、画面上部にエラーメッセージが表

示されます。エラーの内容に心当たりがない場合は、学部事務室まで申し出て

ください。ただし、すべてのエラーが表示されるわけではありません。最終的な

履修エラーは、ポータルページで表示される「個人別時間割表」で必ず確認して

ください。 
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Ⅵ その他資料 
 

資料１ 

情報コミュニケーション学部 シラバス用語集 

 

１ 科目について 

カリキュラム 
学部で定めている教育課程。授業科目名、教育内容、単位数、配当年次

等で体系化されている。 

科目区分 
各科目のまとまりのこと。「学際科目群」「専門科目群」「外国語科目群」

「研究方法・表現実践科目群」「海外留学科目群」など。 

集中授業 
一定期間（短期間）に集中して授業を行う形態。夏期・春期等に行われ

ることが多い。 

通年科目 春学期、秋学期と１年間を通じて授業を行い、単位を付与する科目。 

半期科目 春学期又は秋学期に授業を行い、単位を付与する科目。 

クォーター科目 

半期科目を、７週完結で開講する科目。 

開講期間は春学期前半集中（Ｓ１）・春学期後半集中（Ｓ２）、秋学期前

半集中（Ｆ１）・秋学期後半集中（Ｆ２）のいずれかとなる。 

ゼミナール科目 

教員ごとにテーマを定めて少人数で行う授業。 

本学部では、１年次に「基礎ゼミナール」、２年次に「問題発見テーマ

演習Ａ・Ｂ」、３・４年次に「問題分析ゼミナールⅠ・Ⅱ」および「問

題解決ゼミナールⅠ・Ⅱ」がある。 

メディア授業科目 
※〔M〕の表記がある科目 

全授業回のうち、半数以上をオンデマンド型授業として実施する科目。 

メディア授業科目を履修し修得した単位は、卒業要件として修得すべき

単位のうち、60 単位を超えないものとする。 

対面で定期試験を実施する科目もあるため、履修登録前にシラバスを確

認すること。 

 

２ 単位について 

単位 

授業科目を履修することによって、修得される時間の換算数のこと。 

１単位は授業時間と学生の自習時間を合わせて１週３時間、１学期 14

週、合計 45 時間の学習時間をもって付与される。 

単位認定 
他大学等で修得した単位（留学等）などを本学部の単位として認定する

こと。 

履修上限単位 該当年次（学年）に履修する科目の上限単位数。 

履修開始年次 

教育課程における学習効果を高めるため、授業科目の履修を認める年次

（学年）を指定すること。自分の学年より下級年次配当の科目は履修可

能だが、上級年次の科目は履修することができない。 

単位修得 履修した科目を修め、その科目の単位を得ること。 

進級条件 
進級するのに必要となる条件。本学部では、２年次終了までの総修得単

位数が 40 単位に満たない場合、３年次に進級できない。 

修業年限 

学校の教育課程を修了する上で必要と定められた年数。大学は４年と定

められており、卒業するにはこの修業年限の年数の間在学しなくてはな

らない。 

早期卒業制度 
学部の修業年限を短縮し、３年間の在学で卒業を認める制度。学部で定

められた条件を満たさなければ認められない。 
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３ 履修について 

履修 
授業科目を届け出、授業を受講すること。履修登録、履修変更、履修制

限などの用語があるが、詳細は履修手続き時に確認のこと。 

履修届 

学生がその年度に履修する科目を大学に届け出る用紙のこと。本学部で

は、WEB 履修申請システムを利用して行うので、年度始めの履修登録期

間中には使用しないが、履修変更や修正時に「履修変更届」としてマー

クシート用紙等を使用する。 

再履修 
下級年次で履修した科目が不合格（または未受験）となった科目を、上

級年次で再度履修すること。 

他学部履修 
本学部以外の学部の授業科目を履修すること。履修にあたっては、授業

科目や単位数などに制限があるので注意すること。 

ＷＥＢ履修登録 
学生が履修するにあたって、Web（インターネット）上で履修の登録を

すること。 

個人別時間割表 

履修登録後に、履修科目を確認するために通知される各自の時間割表の

こと（Oh-o!Meiji クラスウェブにて公開）。履修にエラーが出る場合は、

この時間割表に表示される。必ず確認をして、エラーの履修修正の手続

きをとること。 

パスワード 
本学には、情報サービスを利用するための共通認証パスワードがある。

各自で自分のパスワードについてはしっかり管理すること。 

Oh-o!Meijiシステム ネットワークを利用した本学教育学習支援システムの名称。 

ポータルページ 

Oh-o!Meiji システムの機能の一つ。Web を使って、学生生活に関する情

報を得ることができるシステム。事務室からの呼び出しの連絡もここに

表示される。 

クラスウェブ 
Oh-o!Meiji システムの機能の一つ。Web を使って、授業情報を得たり、

レポート提出を行うシステム。 

 

４ 試験・成績について 

ＧＰ 
Grade Point の略称。「S・A・B・C・F」の成績評価に応じて、それぞ

れ「4・3・2・1・0」のポイントを与える。 

ＧＰＡ 
Grade Point Average の略称。GP の平均点のこと。 

計算式は「各科目の GP」×「各科目の単位」÷全履修登録単位数。 

成績通知書 
学期、学年を終了するごとに通知される単位修得状況を記載したもの

（明治大学教務システムにて公開）。成績を証明する書類は「成績証明

書」となる。 

定期試験 
春学期末、秋学期末に実施される試験のこと。日程は学年暦を参照する

こと。 

特別試験 
やむを得ない事由により、定期試験を受験できなかった学生に対して、

実施される試験のこと。所定の手続きが必要である。 

 

５ その他 

学年暦 
大学での行事等のカレンダーのこと。１年間の予定を記したものであ

り、これに則って授業や定期試験が行われる。 

ガイダンス 
学生指導、学習指導を目的とした案内のこと。毎年度始めには、履修に

関する各種のガイダンスが行われる。 
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資料２ 

 

 学生諸君へ 

 

レポート・論文の剽窃（盗用）行為への注意 

 

明 治 大 学 

 

 昨今、授業の課題として課せられるレポートや論文を作成する際に、他人の文章（書

籍・論文・Web ページ）をそのまま無断で借用したり、他の学生が作成した文章をあたか

も自分の文章であるかのごとくみせかける剽窃(ひょうせつ)（盗用）行為が目立つとの指

摘が多くの教員から寄せられています。 

 大学としては、このようなことは看過できませんので、学生諸君は、以下の点によく注

意をしてレポートや論文を作成するようにしてください。 

 

(1) 剽窃（盗用）行為は社会的に許されない行為 

  剽窃行為は、他人の学問的業績を無断で借用することであり、学問のルールに反する

だけでなく、場合によっては他人の著作権を侵害する犯罪行為にもなる社会的に許さ

れない行為です。 

 

(2) 剽窃（盗用）行為とみなされる事例 

  次のような行為は、剽窃（盗用）とみなされます。また、これに類似した行為や剽窃

を助ける行為（レポート等のひな形を作成して他人に見せること等）も同様です。 

 ○活字媒体（書籍・雑誌・新聞等）や Web サイト等に掲載された他人の文章（無署名で

あっても）や資料等を出典を示さずにそのまま使い、あるいは前後関係や語句を若干

変更した程度でレポート・論文を作成すること。 

 ○引用した部分を具体的に示さず、レポート・論文の最後に「○○参照」などと簡単に

触れるにとどめること。 

 ○他人が作成した文章をあたかも自分が作成したかのごとくみせかけて、あるいは前

後関係や語句を若干変更してレポート・論文を作成すること。 

 

(3) 剽窃（盗用）行為は処分の対象 

  定期試験に代えて実施されるレポートや論文の場合、剽窃あるいは剽窃を助ける行

為が明らかであれば、定期試験での不正行為（カンニング）と同様の処分（その科目の

みならず当該期の全登録科目の不合格や停学処分等）の対象となることがあります。 
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資料３       Oh-o! Meiji お知らせ転送設定手順 

１．個人設定をクリック

 

 

 ２．個人設定「お知らせ転送設定」で、転送メールアドレスを入力、 

   カテゴリーごとに転送有無・内容を設定 
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 ３．メールアドレス入力、転送設定が完了したら「確認画面に進む」をクリック 

 

４．確認画面で設定に問題が無ければ「登録する」をクリック 
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教員名 単位数 教員名 単位数 教員名 単位数 教員名 単位数 教員名 単位数

※上限単位に含まない科目などについては，シラバス・便覧等で確認すること

情報コミュニケーション学部　時間割作成用シート

秋

春

秋 秋 秋

春

秋 秋

春 春

土

春 春

秋 秋

秋 秋

春 春

金

春 春

秋 秋

春

秋

春

秋 秋

木

春 春

秋秋

春

水

春 春 春 春

秋 秋 秋

秋秋 秋

春

春

秋

火

春 春 春 春

秋

月

春 春

秋 秋

春

秋秋

春

秋

　   時限

 曜日

１時限目 ２時限目 ３時限目

科目名 科目名 科目名

9：00-10：40 10：50-12：30 13：30-15：10

春春

履修申請単位数

春学期 秋学期

履修単位上限：共に半期２４単位

単位 単位

科目名 科目名

４時限目 ５時限目
15：20-17：00 17：10-18：50

春

春 春 春 春

春 春

秋 秋

（曜日時限の指定がない）

メディア授業科目等
秋 秋

秋 秋 秋 秋

70


